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も
え
ぎ
色
の
茶
園
で

仲
よ
く
お
茶
摘
み

このまちが、もっと好きになる
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私
は
、
こ
れ
ま
で
の
2
期
8
年
間
、
掛
川

市
の
将
来
像
と
し
て
「
希
望
が
見
え
る
ま
ち
・

誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
掛
川
」
を
掲
げ

て
、
市
民
・
事
業
者
の
皆
様
と
と
も
に
、
ま

ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
き
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
手
法
と
し
て
進
め
て
き
た

松井三郎市長

3期目の抱負と
戦略を語る

4月16日に行われた掛川市長選挙で、松井三郎市長が3選さ
れました。任期は4月24日から4年間。「協働のまちづくり」
を旗印に政策を進める松井市長の抱負とこれからの戦略を伺
いました。

仕
事
づ
く
り
と

子
育
て
支
援
に
重
点

「
協
働
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
そ
の

基
礎
と
な
る
自
治
基
本
条
例
を
は
じ
め
と
し

て
3
つ
の
条
例
を
整
備
し
ま
し
た
。
市
内
全

て
の
地
区
で
「
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

が
立
ち
上
が
り
、
市
民
や
企
業
と
の
協
働
も

進
展
し
て
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
進
む
中
で
、
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま

ち
づ
く
り
の
主
役
が
活
躍
す
る
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
行
政
運
営
の
基
本
と
し
、
お
互
い

に
役
立
ち
、
支
え
合
う
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
日
本
の
自

治
体
運
営
の
新
し
い
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

3
期
目
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
進
め
て
き
た
、
戦
略
目
標
で
あ
る
「
教

育
・
文
化
」
「
健
康
・
子
育
て
」
「
環
境
」

の
3
つ
の
日
本
一
を
達
成
す
べ
く
、
ま
ち
づ

く
り
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
中
で
も
、

「
仕
事
づ
く
り
」
と
「
子
育
て
支
援
」
を
重

点
課
題
と
し
た
施
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、

交
流
人
口
の
拡
大
や
移
住
・
定
住
の
促
進
に

つ
な
げ
る
た
め
、
オ
ー
ル
掛
川
で
市
の
魅
力

を
国
内
外
に
発
信
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
し
、
掛
川
市
を
売
り
込
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
4
年
間
に
つ
き
ま
し
て
も
、

「
希
望
が
見
え
る
ま
ち
・
誰
も
が
住
み
た
く

な
る
ま
ち
掛
川
」
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
・

事
業
者
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

戦
略
目
標
は
「
3
つ
の
日
本
一
」

「
希
望
が
見
え
る
ま
ち
・
誰
も
が

　
　住
み
た
く
な
る
ま
ち
掛
川
」
に
向
け
て

3
期
目
に
掲
げ
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
教
育
・
文
化
日
本
一
】

■
教
育
日
本
一

①
小
中
一
貫
教
育
の
研
究
な
ど
中
学
校

区
学
園
化
構
想
第
二
ス
テ
ー
ジ
推
進

②
英
語
力
向
上
と
海
外
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成

③
I
C
T
教
育
の
充
実
（
人
型
ロ
ボ
ッ

ト
「
P
e
p
p
e
r
」
の
活
用
）

■
文
化
日
本
一

①
「
か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー
レ
」
の
開

催
に
よ
る
市
民
の
文
化
力
向
上

②
文
化
芸
術
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
創
設

③
歴
史
遺
産
群
を
日
本
遺
産
へ
登
録

④
松
ヶ
岡
の
修
復
と
掛
川
銀
行
の
復
元

⑤
高
天
神
社
や
三
熊
野
神
社
な
ど
の
歴

史
文
化
遺
産
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

【
健
康
・
子
育
て
日
本
一
】
　

■
健
康
日
本
一

①
「
か
け
が
わ
生
涯
お
達
者
市
民
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進

②
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開

（
運
動
・
食
育
・
睡
眠
）

③
「
ふ
く
し
あ
」
の
さ
ら
な
る
機
能
強

化
④
茶
と
オ
リ
ー
ブ
に
よ
る
健
康
づ
く
り

■
子
育
て
日
本
一
　
　
　
　

①
い
つ
で
も
入
園
で
き
る
保
育
園
の
充

実
・
整
備

②
大
東
・
大
須
賀
区
域
に
認
定
こ
ど
も

園
の
設
置

③
「
か
け
が
わ
乳
幼
児
教
育
未
来
学

会
」
の
展
開
と
幼
児
教
育
の
義
務
化

の
研
究

④
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に

よ
る
発
達
障
が
い
に
対
す
る
切
れ
目

の
な
い
支
援
と
理
解
の
普
及

【
環
境
日
本
一
】

①
ご
み
減
量
日
本
一
へ
の
継
続
挑
戦

②
多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
・
推
進

③
「
い
の
ち
を
守
る
希
望
の
森
づ
く

り
」
事
業
の
推
進

④
自
然
環
境
の
保
全
に
よ
る
生
物
多
様

性
の
確
保

⑤
市
民
総
ぐ
る
み
の
省
エ
ネ
・
温
暖
化

防
止
活
動
拡
大

⑥
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
と
エ
コ
生

活
市
民
の
増
大

⑦
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
の
木
質

燃
料
に
よ
る
小
型
ガ
ス
化
発
電
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
推
進

■
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

①
地
震
災
害
「
死
者
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進

②
海
岸
防
災
林
「
掛
川
潮
騒
の
杜
」
の

整
備
促
進

③
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
災
害
に
強
い

防
災
体
制
づ
く
り

④
消
防
署
組
織
・
機
能
の
広
域
化
と
消

防
団
強
化
の
推
進

⑤
協
働
に
よ
る
交
通
安
全
・
防
犯
活
動

の
推
進

⑥
水
道
施
設
の
耐
震
化
に
よ
る
安
定
供

給
の
確
保

■
地
域
経
済
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

①
2
つ
の
東
名
I
C
や
新
幹
線
掛
川
駅

な
ど
を
活
用
し
た
都
市
化
の
研
究
と

計
画
策
定

②
積
極
的
な
企
業
誘
致
と
新
規
雇
用
の

創
出
（
上
西
郷
・
西
南
郷
）

③
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
推
進

④
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
な
ど
に
よ
る
安

定
的
な
農
業
経
営
の
実
現

⑤
国
内
外
の
姉
妹
都
市
と
連
携
し
た
掛

■
福
祉
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

①
特
例
子
会
社
の
設
置
促
進
や
同
一
職

場
へ
の
定
着
率
向
上
に
よ
る
障
が
い

者
の
雇
用
促
進

②
障
が
い
者
が
適
切
に
医
療
を
受
け
ら

れ
る
環
境
整
備

③
「
ふ
く
し
あ
」
や
関
係
機
関
と
連
携

し
た
生
活
困
窮
者
へ
の
積
極
的
自
立

支
援
と
市
民
後
見
人
の
育
成
に
よ
る

権
利
擁
護
の
充
実

④
身
近
な
地
域
で
見
守
り
合
う
地
域
福

祉
の
充
実

■
魅
力
創
生
・
発
信
!

　シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

①
「
協
働
市
民
会
議
」
や
「
輝
く
か
け

が
わ
応
援
大
使
」
な
ど
オ
ー
ル
掛
川

で
情
報
発
信

②
積
極
的
な
人
口
増
加
対
策
（
移
住
・

定
住
・
空
き
家
対
策
）

③
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
な
ど
の
大
イ
ベ
ン
ト

を
活
用
し
た
魅
力
発
信
と
経
済
の
活

性
化

④
つ
ま
恋
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し

交
流
人
口
4
0
0
万
人
達
成

⑤
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
市
内
経
済
の

活
性
化

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

　さ
ら
な
る
推
進

①
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
体
制
確

立
と
活
動
の
拡
大

②
市
民
活
動
団
体
の
自
立
化
促
進
と
継

続
性
の
強
化

③
「
産
、
学
、
金
、
民
、
公
、
官
、
市
」

の
連
携
に
よ
る
事
業
の
拡
大

④
市
民
力
・
地
域
力
を
生
か
し
た
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

■
将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改
革

①
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

く
施
設
の
適
正
配
置
の
推
進

②
職
員
へ
の
改
革
意
識
の
浸
透
と
行
財

政
改
革
審
議
会
の
継
続
設
置

③
民
間
事
業
者
と
協
働
し
て
市
の
資
産

を
有
効
活
用

ペ

ッ

パ

ー

も
り

し
お
さ
い

川
茶
な
ど
の
販
路
拡
大

⑥
中
小
企
業
の
課
題
解
決
へ
の
実
務
支

援
を
行
う
「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
」
の
事
業
拡
大

⑦
天
浜
線
新
駅
の
設
置
、
大
型
商
業
施

設
の
充
実
と
商
店
街
の
活
性
化

⑧
民
間
事
業
に
よ
る
J
R
掛
川
駅
前
西

街
区
の
再
開
発

⑨
国
1
バ
イ
パ
ス
4
車
線
化
整
備
促
進

⑩
葛
の
ま
る
ご
と
利
活
用
研
究

く
ず「協働」によって、

市民がお互いに役立ち・支え合う
掛川市を目指します

松井三郎（まつい  さぶろう）

　　　
1946年生まれ/旧大須賀町助
役/静岡県議会議員（2期5年
9か月）/2009年掛川市長当
選後2期務める
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園
の
設
置

③
「
か
け
が
わ
乳
幼
児
教
育
未
来
学

会
」
の
展
開
と
幼
児
教
育
の
義
務
化

の
研
究

④
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に

よ
る
発
達
障
が
い
に
対
す
る
切
れ
目

の
な
い
支
援
と
理
解
の
普
及

【
環
境
日
本
一
】

①
ご
み
減
量
日
本
一
へ
の
継
続
挑
戦

②
多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
・
推
進

③
「
い
の
ち
を
守
る
希
望
の
森
づ
く

り
」
事
業
の
推
進

④
自
然
環
境
の
保
全
に
よ
る
生
物
多
様

性
の
確
保

⑤
市
民
総
ぐ
る
み
の
省
エ
ネ
・
温
暖
化

防
止
活
動
拡
大

⑥
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
と
エ
コ
生

活
市
民
の
増
大

⑦
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
の
木
質

燃
料
に
よ
る
小
型
ガ
ス
化
発
電
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
推
進

■
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

①
地
震
災
害
「
死
者
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進

②
海
岸
防
災
林
「
掛
川
潮
騒
の
杜
」
の

整
備
促
進

③
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
災
害
に
強
い

防
災
体
制
づ
く
り

④
消
防
署
組
織
・
機
能
の
広
域
化
と
消

防
団
強
化
の
推
進

⑤
協
働
に
よ
る
交
通
安
全
・
防
犯
活
動

の
推
進

⑥
水
道
施
設
の
耐
震
化
に
よ
る
安
定
供

給
の
確
保

■
地
域
経
済
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

①
2
つ
の
東
名
I
C
や
新
幹
線
掛
川
駅

な
ど
を
活
用
し
た
都
市
化
の
研
究
と

計
画
策
定

②
積
極
的
な
企
業
誘
致
と
新
規
雇
用
の

創
出
（
上
西
郷
・
西
南
郷
）

③
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
推
進

④
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
な
ど
に
よ
る
安

定
的
な
農
業
経
営
の
実
現

⑤
国
内
外
の
姉
妹
都
市
と
連
携
し
た
掛

■
福
祉
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

①
特
例
子
会
社
の
設
置
促
進
や
同
一
職

場
へ
の
定
着
率
向
上
に
よ
る
障
が
い

者
の
雇
用
促
進

②
障
が
い
者
が
適
切
に
医
療
を
受
け
ら

れ
る
環
境
整
備

③
「
ふ
く
し
あ
」
や
関
係
機
関
と
連
携

し
た
生
活
困
窮
者
へ
の
積
極
的
自
立

支
援
と
市
民
後
見
人
の
育
成
に
よ
る

権
利
擁
護
の
充
実

④
身
近
な
地
域
で
見
守
り
合
う
地
域
福

祉
の
充
実

■
魅
力
創
生
・
発
信
!

　シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

①
「
協
働
市
民
会
議
」
や
「
輝
く
か
け

が
わ
応
援
大
使
」
な
ど
オ
ー
ル
掛
川

で
情
報
発
信

②
積
極
的
な
人
口
増
加
対
策
（
移
住
・

定
住
・
空
き
家
対
策
）

③
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
な
ど
の
大
イ
ベ
ン
ト

を
活
用
し
た
魅
力
発
信
と
経
済
の
活

性
化

④
つ
ま
恋
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し

交
流
人
口
4
0
0
万
人
達
成

⑤
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
市
内
経
済
の

活
性
化

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

　さ
ら
な
る
推
進

①
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
体
制
確

立
と
活
動
の
拡
大

②
市
民
活
動
団
体
の
自
立
化
促
進
と
継

続
性
の
強
化

③
「
産
、
学
、
金
、
民
、
公
、
官
、
市
」

の
連
携
に
よ
る
事
業
の
拡
大

④
市
民
力
・
地
域
力
を
生
か
し
た
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

■
将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改
革

①
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

く
施
設
の
適
正
配
置
の
推
進

②
職
員
へ
の
改
革
意
識
の
浸
透
と
行
財

政
改
革
審
議
会
の
継
続
設
置

③
民
間
事
業
者
と
協
働
し
て
市
の
資
産

を
有
効
活
用

ペ

ッ

パ

ー

も
り

し
お
さ
い

川
茶
な
ど
の
販
路
拡
大

⑥
中
小
企
業
の
課
題
解
決
へ
の
実
務
支

援
を
行
う
「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
」
の
事
業
拡
大

⑦
天
浜
線
新
駅
の
設
置
、
大
型
商
業
施

設
の
充
実
と
商
店
街
の
活
性
化

⑧
民
間
事
業
に
よ
る
J
R
掛
川
駅
前
西

街
区
の
再
開
発

⑨
国
1
バ
イ
パ
ス
4
車
線
化
整
備
促
進

⑩
葛
の
ま
る
ご
と
利
活
用
研
究

く
ず「協働」によって、

市民がお互いに役立ち・支え合う
掛川市を目指します

松井三郎（まつい  さぶろう）

　　　
1946年生まれ/旧大須賀町助
役/静岡県議会議員（2期5年
9か月）/2009年掛川市長当
選後2期務める

Profile
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勝川　志保子

日本共産党

塩町

57歳

第
2
次
掛
川
市
総
合
計

画
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
ス
タ
ー
ト
し
て
1
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
本
年
度

は
主
要
施
策
が
効
果
的
に

実
施
さ
れ
て
い
く
そ
の
第

一
歩
の
年
か
と
考
え
ま
す
。

ま
ず
災
害
に
強
い
地
域
・

家
庭
・
家
族
を
目
指
し
、

健
康
長
寿
の
ま
ち
で
、

も
っ
と
豊
か
で
ゆ
と
り
の

あ
る
生
活
が
で
き
る
環
境

を
整
え
る
た
め
に
努
力
し

ま
す
。

お
茶
畑
の
美
し
い
新
緑
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
の

す
る
街
角
。
私
の
愛
す
る

ふ
る
さ
と
掛
川
市
で
、
市

井
の
人
々
が
普
通
に
毎
日

の
暮
ら
し
が
成
り
立
ち
、幸

せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。
弱
い
立
場
、
声

の
小
さ
い
方
々
に
こ
そ
寄

り
添
っ
て
手
助
け
が
し
た

い
で
す
。
浜
岡
原
発
再
稼

働
N
O
!
平
和
と
民
主
主

義
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

守
ろ
う
!

二
元
代
表
制
と
し
て
の

議
会
の
使
命
を
果
た
す
た

め
に
、
市
民
の
多
様
な
意

見
を
尊
重
し
つ
つ
①
自
治

体
の
意
思
を
決
定
す
る
議

決
機
関
と
し
て
の
役
割

②
行
政
活
動
を
監
視
す
る

監
視
機
関
と
し
て
の
役
割

③
政
策
を
立
案
、
提
案
す

る
議
会
の
役
割
を
着
実
に

実
践
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
常
に
研
鑽
努
力
す
る

議
員
に
あ
ふ
れ
る
議
会
と

し
た
い
で
す
。

み
な
さ
ん
に
一
番
身
近

な
議
員
を
目
指
し
1
期
目

は
「
無
党
派
の
会
」
を
立

ち
上
げ
、
女
性
の
社
会
参

画
や
生
活
者
の
視
点
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
尽

力
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
4
年
間
の
貴

重
な
経
験
を
生
か
し
、
市

民
を
第
一
に
考
え
て
い
く

会
派
「
共
に
創
る
掛
川
」

の
結
成
に
至
り
ま
し
た
。

気
持
ち
も
新
た
に
行
政
課

題
に
立
ち
向
か
い
ま
す
。

夢
あ
る
ま
ち
・
希
望
の

見
え
る
ま
ち
実
現
の
た
め
、

掛
川
で
若
い
人
た
ち
も
安

心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く

り
を
は
じ
め
、
企
業
誘
致

な
ど
の
仕
事
づ
く
り
、
楽

し
く
買
い
物
が
で
き
る
商

業
施
設
の
充
実
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
地
区
で
設

立
さ
れ
た
協
働
の
「
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
活
動
の

充
実
に
よ
り
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
ま
す
。

議
員
の
3
つ
の
基
本
的

役
割
、
①
市
民
の
み
な
さ

ん
と
市
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ

役
②
行
政
に
対
す
る
チ
ェッ

ク
機
能
③
建
設
的
な
政
策

提
案
と
具
現
化
を
、
し
っ

か
り
果
た
し
ま
す
。

特
に
、約
1
1
0
0
に
も

及
ぶ
行
政
の
予
算
事
業
一

つ
一
つ
を
“見
え
る
化
”

し
、
市
議
会
は
も
と
よ
り

市
民
の
み
な
さ
ん
も
行
政

を
評
価
で
き
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
密
着
の
ま
ち
づ
く

り
「
や
ら
ま
い
か
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
み
な
さ
ん

の
声
を
聞
き
、
み
な
さ
ん

と
と
も
に
日
本
一
住
み
や

す
い
掛
川
市
を
つ
く
る
た

め
、
教
育
・
文
化
の
充

実
、
健
康
・
子
育
て
事
業

の
充
実
、
環
境
整
備
拡
充

な
ど
多
く
の
課
題
に
一
つ

一
つ
取
り
組
み
ま
す
。
み

な
さ
ん
が
掛
川
に
住
ん
で

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
す
。

掛
川
市
は
、
教
育
・
文

化
、
環
境
、
健
康
・
子
育

て
支
援
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
充
実
し
て
き
ま
し
た

が
、
市
民
生
活
を
豊
か
に

す
る
た
め
さ
ら
な
る
飛
躍

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　3
期
目
も
掛
川
市
の
良

さ
を
生
か
し
つ
つ
新
た
な

発
想
で
市
民
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
「
よ
り
選
ば
れ
る

ま
ち
掛
川
」
の
た
め
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
期

待
に
添
え
る
よ
う
市
議
会

議
員
と
し
て
4
年
間
精
一

杯
努
め
ま
す
。
お
茶
、
葛

布
、
農
商
工
業
、
ま
ち
な

か
、
市
内
各
所
の
活
性
化

の
た
め
市
内
企
業
の
応
援

策
を
主
軸
に
元
気
な
掛
川

市
創
造
を
提
案
し
続
け
ま

す
。
ま
た
、
若
い
世
代
が

高
齢
者
世
代
を
支
え
ら
れ

る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど

を
活
用
し
た
介
護
・
医
療

費
の
抑
制
を
提
案
し
ま
す
。

掛
川
市
森
林
組
合
長
と

し
て
断
行
し
た
「
経
営
革

新
」
、
ア
メ
リ
カ
5
年
の

民
間
企
業
勤
務
で
培
っ
た

「
国
際
感
覚
」
、
現
在
2

人
の
子
ど
も
を
育
て
て
い

る「
子
育
て
世
代
の
目
線
」、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
生
か

し
、ワ
ク
ワ
ク
ど
き
ど
き
、

市
民
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

掛
川
市
に
な
る
よ
う
市
議

会
議
員
と
し
て
務
め
ま

す
。
前
へ
前
へ
!

新
市
議
会
議
員

　
　
　抱負
を
語
る

掛
川
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
が
4
月
16
日
㈰
に
行

わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
現
職
12
人
、
新
人
9
人
が

当
選
。
女
性
議
員
は
過
去
最
多
と
な
る
4
人
が
当
選
し

ま
し
た
。

当
日
有
権
者
数
は
、
9
万
3
6
6
2
人
と
前
回
よ
り

も
1
6
1
5
人
増
え
ま
し
た
が
、
投
票
率
は
64
・
53
%

と
前
回
の
66
・
09
%
か
ら
1
・
56
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま

し
た
。

当
選
さ
れ
た
新
議
員
の
み
な
さ
ん
に
、
抱
負
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
氏
名
、
所
属
会
派
名
、
住
所
、
年
齢
、
抱
負
の
順
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。（
敬
称
略
・
50
音
順
）

 H17年 H21年 H25年 H29年
 有権者数（人） 90,012 92,087 92,047 93,662
 投票率（％） 76.21 73.69 66.09 64.53

 1 西之谷公民館 89.00%

 2 土方小学校 76.18%

 3 東山地域生涯学習センター 75.78%

 4 大坂小学校 75.23%

 5 原泉地域生涯学習センター 74.90%

 6 原田小学校 74.25%

 7 大浜中学校 73.97%

 8 沢上町公民館 73.26%

大石　勇

創世会

大坂

67歳

草賀　章𠮷

志誠会

上西之谷

68歳

窪野　愛子

共に創る掛川

本所

63歳

小沼　秀朗

創世会

駅前

44歳

榛葉　正樹

共に創る掛川

水垂

40歳

榛村　航一

創世会

上垂木

49歳

鈴木　久裕
共に創る掛川

上垂木

56歳

鈴木　正治
創世会

大池

69歳

寺田　幸弘
創世会

大渕

62歳

私
た
ち
が
選
ん
だ
21
人

投票率の高かった投票所

投票率の推移

さ
ん

く
ず

ふ
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勝川　志保子

日本共産党

塩町
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第
2
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掛
川
市
総
合
計

画
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
ス
タ
ー
ト
し
て
1
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
本
年
度

は
主
要
施
策
が
効
果
的
に

実
施
さ
れ
て
い
く
そ
の
第

一
歩
の
年
か
と
考
え
ま
す
。

ま
ず
災
害
に
強
い
地
域
・

家
庭
・
家
族
を
目
指
し
、

健
康
長
寿
の
ま
ち
で
、

も
っ
と
豊
か
で
ゆ
と
り
の

あ
る
生
活
が
で
き
る
環
境

を
整
え
る
た
め
に
努
力
し

ま
す
。

お
茶
畑
の
美
し
い
新
緑
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
の

す
る
街
角
。
私
の
愛
す
る

ふ
る
さ
と
掛
川
市
で
、
市

井
の
人
々
が
普
通
に
毎
日

の
暮
ら
し
が
成
り
立
ち
、幸

せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。
弱
い
立
場
、
声

の
小
さ
い
方
々
に
こ
そ
寄

り
添
っ
て
手
助
け
が
し
た

い
で
す
。
浜
岡
原
発
再
稼

働
N
O
!
平
和
と
民
主
主

義
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

守
ろ
う
!

二
元
代
表
制
と
し
て
の

議
会
の
使
命
を
果
た
す
た

め
に
、
市
民
の
多
様
な
意

見
を
尊
重
し
つ
つ
①
自
治

体
の
意
思
を
決
定
す
る
議

決
機
関
と
し
て
の
役
割

②
行
政
活
動
を
監
視
す
る

監
視
機
関
と
し
て
の
役
割

③
政
策
を
立
案
、
提
案
す

る
議
会
の
役
割
を
着
実
に

実
践
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
常
に
研
鑽
努
力
す
る

議
員
に
あ
ふ
れ
る
議
会
と

し
た
い
で
す
。

み
な
さ
ん
に
一
番
身
近

な
議
員
を
目
指
し
1
期
目

は
「
無
党
派
の
会
」
を
立

ち
上
げ
、
女
性
の
社
会
参

画
や
生
活
者
の
視
点
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
尽

力
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
4
年
間
の
貴

重
な
経
験
を
生
か
し
、
市

民
を
第
一
に
考
え
て
い
く

会
派
「
共
に
創
る
掛
川
」

の
結
成
に
至
り
ま
し
た
。

気
持
ち
も
新
た
に
行
政
課

題
に
立
ち
向
か
い
ま
す
。

夢
あ
る
ま
ち
・
希
望
の

見
え
る
ま
ち
実
現
の
た
め
、

掛
川
で
若
い
人
た
ち
も
安

心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く

り
を
は
じ
め
、
企
業
誘
致

な
ど
の
仕
事
づ
く
り
、
楽

し
く
買
い
物
が
で
き
る
商

業
施
設
の
充
実
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
地
区
で
設

立
さ
れ
た
協
働
の
「
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
活
動
の

充
実
に
よ
り
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
ま
す
。

議
員
の
3
つ
の
基
本
的

役
割
、
①
市
民
の
み
な
さ

ん
と
市
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ

役
②
行
政
に
対
す
る
チ
ェッ

ク
機
能
③
建
設
的
な
政
策

提
案
と
具
現
化
を
、
し
っ

か
り
果
た
し
ま
す
。

特
に
、約
1
1
0
0
に
も

及
ぶ
行
政
の
予
算
事
業
一

つ
一
つ
を
“見
え
る
化
”

し
、
市
議
会
は
も
と
よ
り

市
民
の
み
な
さ
ん
も
行
政

を
評
価
で
き
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
密
着
の
ま
ち
づ
く

り
「
や
ら
ま
い
か
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
み
な
さ
ん

の
声
を
聞
き
、
み
な
さ
ん

と
と
も
に
日
本
一
住
み
や

す
い
掛
川
市
を
つ
く
る
た

め
、
教
育
・
文
化
の
充

実
、
健
康
・
子
育
て
事
業

の
充
実
、
環
境
整
備
拡
充

な
ど
多
く
の
課
題
に
一
つ

一
つ
取
り
組
み
ま
す
。
み

な
さ
ん
が
掛
川
に
住
ん
で

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
す
。

掛
川
市
は
、
教
育
・
文

化
、
環
境
、
健
康
・
子
育

て
支
援
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
充
実
し
て
き
ま
し
た

が
、
市
民
生
活
を
豊
か
に

す
る
た
め
さ
ら
な
る
飛
躍

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　3
期
目
も
掛
川
市
の
良

さ
を
生
か
し
つ
つ
新
た
な

発
想
で
市
民
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
「
よ
り
選
ば
れ
る

ま
ち
掛
川
」
の
た
め
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
期

待
に
添
え
る
よ
う
市
議
会

議
員
と
し
て
4
年
間
精
一

杯
努
め
ま
す
。
お
茶
、
葛

布
、
農
商
工
業
、
ま
ち
な

か
、
市
内
各
所
の
活
性
化

の
た
め
市
内
企
業
の
応
援

策
を
主
軸
に
元
気
な
掛
川

市
創
造
を
提
案
し
続
け
ま

す
。
ま
た
、
若
い
世
代
が

高
齢
者
世
代
を
支
え
ら
れ

る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど

を
活
用
し
た
介
護
・
医
療

費
の
抑
制
を
提
案
し
ま
す
。

掛
川
市
森
林
組
合
長
と

し
て
断
行
し
た
「
経
営
革

新
」
、
ア
メ
リ
カ
5
年
の

民
間
企
業
勤
務
で
培
っ
た

「
国
際
感
覚
」
、
現
在
2

人
の
子
ど
も
を
育
て
て
い

る「
子
育
て
世
代
の
目
線
」、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
生
か

し
、ワ
ク
ワ
ク
ど
き
ど
き
、

市
民
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

掛
川
市
に
な
る
よ
う
市
議

会
議
員
と
し
て
務
め
ま

す
。
前
へ
前
へ
!

新
市
議
会
議
員

　
　
　抱負
を
語
る

掛
川
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
が
4
月
16
日
㈰
に
行

わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
現
職
12
人
、
新
人
9
人
が

当
選
。
女
性
議
員
は
過
去
最
多
と
な
る
4
人
が
当
選
し

ま
し
た
。

当
日
有
権
者
数
は
、
9
万
3
6
6
2
人
と
前
回
よ
り

も
1
6
1
5
人
増
え
ま
し
た
が
、
投
票
率
は
64
・
53
%

と
前
回
の
66
・
09
%
か
ら
1
・
56
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま

し
た
。

当
選
さ
れ
た
新
議
員
の
み
な
さ
ん
に
、
抱
負
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
氏
名
、
所
属
会
派
名
、
住
所
、
年
齢
、
抱
負
の
順
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。（
敬
称
略
・
50
音
順
）

 H17年 H21年 H25年 H29年
 有権者数（人） 90,012 92,087 92,047 93,662
 投票率（％） 76.21 73.69 66.09 64.53

 1 西之谷公民館 89.00%

 2 土方小学校 76.18%

 3 東山地域生涯学習センター 75.78%

 4 大坂小学校 75.23%

 5 原泉地域生涯学習センター 74.90%

 6 原田小学校 74.25%

 7 大浜中学校 73.97%

 8 沢上町公民館 73.26%

大石　勇

創世会

大坂

67歳

草賀　章𠮷

志誠会

上西之谷

68歳

窪野　愛子

共に創る掛川

本所

63歳

小沼　秀朗

創世会

駅前

44歳

榛葉　正樹

共に創る掛川

水垂

40歳

榛村　航一

創世会

上垂木

49歳

鈴木　久裕
共に創る掛川

上垂木

56歳

鈴木　正治
創世会

大池

69歳

寺田　幸弘
創世会

大渕

62歳

私
た
ち
が
選
ん
だ
21
人

投票率の高かった投票所

投票率の推移

さ
ん

く
ず

ふ

5 4KOHO  KAKEGAWA  2017.6



富田　まゆみ

共に創る掛川

大坂

54歳

掛
川
に
住
み
た
い
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
と
教
育

の
充
実
、
働
き
や
す
い
・

住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
の
声
を
大
切
に
受

け
止
め
、
一
人
ひ
と
り
の

輝
く
毎
日
を
つ
く
る
た
め

に
、
女
性
の
立
場
そ
し
て

主
婦
の
目
線
を
忘
れ
ず
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

選
挙
中
、
公
約
で
訴
え

た
地
域
の
活
性
化
と
次
世

代
に
つ
な
ぐ
安
全
・
安
心

社
会
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。そ

の
た
め
に
も
海
岸
防

災
林
「
潮
騒
の
杜
」
の
早

期
完
成
に
向
け
て
事
業
の

進
捗
率
を
上
げ
、
沿
岸
地

域
の
住
民
・
企
業
の
安

全
・
安
心
を
確
保
し
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

経
済
の
発
展
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

1
期
目
は
、
感
性
豊
か

に
創
造
性
を
も
っ
て
取
り

組
む
た
め
、
市
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事
に
し
て
き
ま
し
た
。

2
期
目
は
、
市
民
が

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と

な
る
よ
う
に
、
産
業
・
農

業
・
健
康
・
子
育
て
・
教

育
な
ど
に
つ
い
て
「
子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
」
と
い
う
視
点
を
も
っ

て
取
り
組
み
ま
す
。

掛
川
市
民
の
幸
福
度
向

上
を
最
優
先
に
、
子
育
て

支
援
・
高
齢
者
福
祉
・
防

災
・
地
域
活
性
化
の
活
動

を
つ
な
ぎ
、安
心
と
生
き
が

い
の
「
循
環
型
地
域
社
会

構
造
」
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
が
ま
す
ま
す
、
掛

川
市
へ
の
愛
着
と
誇
り
を

持
ち
生
き
生
き
と
生
活
で

き
る
よ
う
に
、
常
に
対
話

に
よ
る
市
民
目
線
で
風
通

し
の
良
い
市
政
に
努
め
ま

す
。

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち

に
元
気
な
ま
ち
を
託
す
た

め
に
、
一
生
懸
命
取
り
組

み
ま
す
。
安
心
し
て
歳
を

重
ね
、
働
く
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
み
な
さ
ん
の

話
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を

第
一
歩
と
し
、
み
な
さ
ん

と
と
も
に
さ
ら
に
魅
力
あ

る
住
み
や
す
い
掛
川
市
に

向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

掛
川
市
が
「
住
ん
で
良

し
」
「
訪
れ
て
良
し
」

「
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
」

に
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
?
私
は
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
。
明
る
く
楽
し
い
声
。

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
つ
ま
ち
に
は
人
が
集
ま

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
人

と
人
を
つ
な
ぎ
、
人
と
ま

ち
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
子
育

て
支
援
、
教
育
、
ま
ち
づ

く
り
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

こ
の
た
び
2
期
目
の
ス

タ
ー
ト
を
切
る
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
4
年
間

で
は
、
ま
だ
ま
だ
で
き
な

か
っ
た
福
祉
の
充
実
（
高

齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
、

子
ど
も
子
育
て
）
、
地
域

の
防
災
、
ま
ち
な
か
の
活

性
化
を
、
地
域
や
市
民
の

た
め
に
し
っ
か
り
と
実
現

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

私
が
今
回
、
政
治
の
道

へ
進
む
に
あ
た
り
、
し
ん

ご
の
宣
言
『
5
つ
の
し
ん
』

（
嶺
岡
慎
悟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
）
を
掲
げ
ま
し
た
。

そ
の
宣
言
の
と
お
り
、
み

な
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、

真
心
を
尽
く
し
て
、
真
実

を
語
り
、
そ
し
て
み
な
さ

ん
と
信
頼
さ
れ
る
関
係
を

築
け
る
よ
う
初
心
を
忘
れ

ず
に
頑
張
り
ま
す
。

子
育
て
か
ら
高
齢
者
支

援
ま
で
、
超
少
子
高
齢
化

社
会
に
向
け
施
策
の
充
実

は
必
要
で
す
が
、
一
方
で

施
策
充
実
に
必
要
な
財
源

確
保
に
関
し
て
の
議
論
が

議
会
で
は
十
分
に
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
単
に
「
施
策

充
実
」
を
訴
え
る
だ
け
で

な
く
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
「
ど
う
す
れ
ば
施
策
を

実
現
で
き
る
か
」
ま
で
踏

み
込
ん
だ
議
論
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　

選
挙
期
間
中
に
多
く
の

み
な
さ
ん
と
対
話
集
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
子
育
て
支
援
や

防
災
問
題
、
地
域
の
問
題

や
課
題
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

声
を
伺
い
ま
し
た
の
で
、

必
ず
や
市
政
に
み
な
さ
ん

の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
回
の
選
挙
で
議
員
の

平
均
年
齢
も
大
幅
に
若
返

り
ま
し
た
。
5
年
後
、
10

年
後
の
掛
川
市
の
将
来
に

責
任
を
果
た
し
ま
す
。

今
回
3
期
目
に
臨
む
に

あ
た
り
、
改
め
て
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
党

を
改
め
無
所
属
と
な
り
議

員
21
人
中
、
最
年
長
と
い

う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
責

任
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

選
挙
公
約
に
掲
げ
た
と
お

り
「
く
ら
し
・
福
祉
に
全

力
」
で
取
り
組
み
、
地
域

活
動
を
含
め
要
望
の
実
現

と
市
の
発
展
の
た
め
に
頑

張
り
ま
す
。

二村　禮一

創世会

浜川新田

65歳

野口　安男

創世会

本郷

65歳

藤澤　恭子

共に創る掛川

千浜

42歳

藤原　正光

創世会

横須賀

46歳

松浦　昌巳

共に創る掛川

五明

51歳

松本　均

創世会

掛川

53歳

嶺岡　慎悟

創世会

上土方嶺向

35歳

山本　裕三

創世会

中央

34歳

山本　行男

公明党かけがわ

安養寺

64歳

鷲山　喜久

至誠の会

葛川

69歳

ご注目ください！6月定例議会

し
お
さ
い

　
　
　も
り

とき　6月27日（火）～29日（木）9：00～
ところ　掛川市役所6階　議場

市ホームページ「掛川市議会」のページで、議
員紹介や今後の行事日程など、情報を随時更新し
ています。

選挙後、初となる一般質問が下記の日程で開
催されます。直接傍聴したり、市ホームページ
からも議会中継をご覧いただけます。

し
ん
ち
ょ
く
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富田　まゆみ

共に創る掛川

大坂

54歳

掛
川
に
住
み
た
い
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
と
教
育

の
充
実
、
働
き
や
す
い
・

住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
の
声
を
大
切
に
受

け
止
め
、
一
人
ひ
と
り
の

輝
く
毎
日
を
つ
く
る
た
め

に
、
女
性
の
立
場
そ
し
て

主
婦
の
目
線
を
忘
れ
ず
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

選
挙
中
、
公
約
で
訴
え

た
地
域
の
活
性
化
と
次
世

代
に
つ
な
ぐ
安
全
・
安
心

社
会
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。そ

の
た
め
に
も
海
岸
防

災
林
「
潮
騒
の
杜
」
の
早

期
完
成
に
向
け
て
事
業
の

進
捗
率
を
上
げ
、
沿
岸
地

域
の
住
民
・
企
業
の
安

全
・
安
心
を
確
保
し
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

経
済
の
発
展
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

1
期
目
は
、
感
性
豊
か

に
創
造
性
を
も
っ
て
取
り

組
む
た
め
、
市
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事
に
し
て
き
ま
し
た
。

2
期
目
は
、
市
民
が

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と

な
る
よ
う
に
、
産
業
・
農

業
・
健
康
・
子
育
て
・
教

育
な
ど
に
つ
い
て
「
子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
」
と
い
う
視
点
を
も
っ

て
取
り
組
み
ま
す
。

掛
川
市
民
の
幸
福
度
向

上
を
最
優
先
に
、
子
育
て

支
援
・
高
齢
者
福
祉
・
防

災
・
地
域
活
性
化
の
活
動

を
つ
な
ぎ
、安
心
と
生
き
が

い
の
「
循
環
型
地
域
社
会

構
造
」
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
が
ま
す
ま
す
、
掛

川
市
へ
の
愛
着
と
誇
り
を

持
ち
生
き
生
き
と
生
活
で

き
る
よ
う
に
、
常
に
対
話

に
よ
る
市
民
目
線
で
風
通

し
の
良
い
市
政
に
努
め
ま

す
。

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち

に
元
気
な
ま
ち
を
託
す
た

め
に
、
一
生
懸
命
取
り
組

み
ま
す
。
安
心
し
て
歳
を

重
ね
、
働
く
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
み
な
さ
ん
の

話
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を

第
一
歩
と
し
、
み
な
さ
ん

と
と
も
に
さ
ら
に
魅
力
あ

る
住
み
や
す
い
掛
川
市
に

向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

掛
川
市
が
「
住
ん
で
良

し
」
「
訪
れ
て
良
し
」

「
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
」

に
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
?
私
は
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
。
明
る
く
楽
し
い
声
。

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
つ
ま
ち
に
は
人
が
集
ま

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
人

と
人
を
つ
な
ぎ
、
人
と
ま

ち
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
子
育

て
支
援
、
教
育
、
ま
ち
づ

く
り
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

こ
の
た
び
2
期
目
の
ス

タ
ー
ト
を
切
る
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
4
年
間

で
は
、
ま
だ
ま
だ
で
き
な

か
っ
た
福
祉
の
充
実
（
高

齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
、

子
ど
も
子
育
て
）
、
地
域

の
防
災
、
ま
ち
な
か
の
活

性
化
を
、
地
域
や
市
民
の

た
め
に
し
っ
か
り
と
実
現

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

私
が
今
回
、
政
治
の
道

へ
進
む
に
あ
た
り
、
し
ん

ご
の
宣
言
『
5
つ
の
し
ん
』

（
嶺
岡
慎
悟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
）
を
掲
げ
ま
し
た
。

そ
の
宣
言
の
と
お
り
、
み

な
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、

真
心
を
尽
く
し
て
、
真
実

を
語
り
、
そ
し
て
み
な
さ

ん
と
信
頼
さ
れ
る
関
係
を

築
け
る
よ
う
初
心
を
忘
れ

ず
に
頑
張
り
ま
す
。

子
育
て
か
ら
高
齢
者
支

援
ま
で
、
超
少
子
高
齢
化

社
会
に
向
け
施
策
の
充
実

は
必
要
で
す
が
、
一
方
で

施
策
充
実
に
必
要
な
財
源

確
保
に
関
し
て
の
議
論
が

議
会
で
は
十
分
に
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
単
に
「
施
策

充
実
」
を
訴
え
る
だ
け
で

な
く
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
「
ど
う
す
れ
ば
施
策
を

実
現
で
き
る
か
」
ま
で
踏

み
込
ん
だ
議
論
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　

選
挙
期
間
中
に
多
く
の

み
な
さ
ん
と
対
話
集
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
子
育
て
支
援
や

防
災
問
題
、
地
域
の
問
題

や
課
題
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

声
を
伺
い
ま
し
た
の
で
、

必
ず
や
市
政
に
み
な
さ
ん

の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
回
の
選
挙
で
議
員
の

平
均
年
齢
も
大
幅
に
若
返

り
ま
し
た
。
5
年
後
、
10

年
後
の
掛
川
市
の
将
来
に

責
任
を
果
た
し
ま
す
。

今
回
3
期
目
に
臨
む
に

あ
た
り
、
改
め
て
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
党

を
改
め
無
所
属
と
な
り
議

員
21
人
中
、
最
年
長
と
い

う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
責

任
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

選
挙
公
約
に
掲
げ
た
と
お

り
「
く
ら
し
・
福
祉
に
全

力
」
で
取
り
組
み
、
地
域

活
動
を
含
め
要
望
の
実
現

と
市
の
発
展
の
た
め
に
頑

張
り
ま
す
。

二村　禮一

創世会

浜川新田

65歳

野口　安男

創世会

本郷

65歳

藤澤　恭子

共に創る掛川

千浜

42歳

藤原　正光

創世会

横須賀

46歳

松浦　昌巳

共に創る掛川

五明

51歳

松本　均

創世会

掛川

53歳

嶺岡　慎悟

創世会

上土方嶺向

35歳

山本　裕三

創世会

中央

34歳

山本　行男

公明党かけがわ

安養寺

64歳

鷲山　喜久

至誠の会

葛川

69歳

ご注目ください！6月定例議会

し
お
さ
い

　
　
　も
り

とき　6月27日（火）～29日（木）9：00～
ところ　掛川市役所6階　議場

市ホームページ「掛川市議会」のページで、議
員紹介や今後の行事日程など、情報を随時更新し
ています。

選挙後、初となる一般質問が下記の日程で開
催されます。直接傍聴したり、市ホームページ
からも議会中継をご覧いただけます。

し
ん
ち
ょ
く
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今
年
3
月
、
掛
川
市
、
菊
川
市
、
御
前
崎
市
で
開
か
れ
た
各
市
議
会
で
、
3

市
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
形
で
手
話
言
語
条
例
を
制
定
し
、
4
月
1
日
か
ら

施
行
し
ま
し
た
。
行
政
を
は
じ
め
、
市
民
や
事
業
者
に
手
話
へ
の
理
解
促
進

と
手
話
の
普
及
、
ま
た
聴
覚
障
が
い
者
ら
が
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど

へ
の
責
務
・
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
手
話
を
必
要
と
す
る
方
が
い
つ
で
も
自

由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

うれしい!
掛川市手話奉仕員養成講座を受講しているみなさん。胸の前で両手を上下に動かし「うれしい・楽しい」と話しています。

手
話
が
心
と
心
を
つ
な
ぐ

東
遠
地
域
3
市
が
手
話
言
語
条
例
を
同
時
施
行

福祉課
（☎21-1139）

手
話
は
大
切
な
言
語
／
3
市
が
協
調
し
普
及
促
進
へ

責
務
と
役
割
を
明
確
化
／
全
市
民
で
共
生
社
会
の
実
現
へ

手
話
を
も
っ
と
身
近
に
／
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
を
活
用

話
は
、
音
や
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
な
い
ろ
う
者

（
手
話
を
使
い
日
常
生
活
を
営
む

方
）
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
、
お

互
い
の
気
持
ち
を
理
解
し
あ
っ
た

り
す
る
、
も
っ
と
も
自
然
で
自
由

に
会
話
が
で
き
る
言
葉
と
し
て
大

切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
条
例
に
は
「
言
語

は
お
互
い
の
気
持
ち
を
伝
え
合

い
、
知
識
を
蓄
え
、
文
化
を
創
造

す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
。
手
話
も
視
覚
的
に
表
現

す
る
言
語
で
あ
る
」
と
明
記
。
日

手

条 本
語
や
英
語
な
ど
の
音
声
言
語
な

ど
と
同
じ
言
語
で
あ
る
と
明
ら
か

に
し
た
上
で
、
手
話
へ
の
理
解
促

進
と
手
話
の
普
及
を
通
じ
て
、
ろ

う
者
の
社
会
参
加
を
保
障
し
、
だ

れ
も
が
個
性
を
尊
重
し
合
う
暮
ら

し
や
す
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
3
市
が
歩
調
を
そ
ろ
え

て
制
定
し
た
背
景
に
は
、
こ
れ
ま

で
も
各
市
の
障
害
福
祉
計
画
や
障

害
者
計
画
な
ど
、
障
が
い
者
福
祉

分
野
で
連
携
し
て
き
た
ほ
か
、
3

市
の
ろ
う
者
で
「
小
笠
ろ
う
あ
協

会
」
を
組
織
す
る
な
ど
密
接
に
つ

な
が
り
、
活
動
を
進
め
て
き
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
今
後
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
意
識
啓
発
や
効
果

的
な
取
り
組
み
が
期
待
で
き
ま
す
。

例
で
は
、
市
の
責
務
は
も

ち
ろ
ん
、
市
民
、
ろ
う
者
、

事
業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
定

め
て
い
ま
す
。

市
は
、
各
種
講
座
や
手
話
通
訳

者
の
派
遣
充
実
、
専
任
手
話
通
訳

者
の
配
置
、
ろ
う
者
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
行
い
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
機
運
の
醸
成

を
図
り
ま
す
。

市
民
を
は
じ
め
、
自
治
会
や
市

民
団
体
、
事
業
者
の
み
な
さ
ん
も
、

市
が
行
う
施
策
に
協
力
す
る
な
ど

ろ
う
者
や
手
話
へ
の
理
解
を
深
め

た
り
、意
思
疎
通
に
努
め
た
り
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
事
業
者
は
ろ
う
者
の
利
用
し

や
す
い
サ
ー
ビ
ス
、
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

ろ
う
者
自
身
も
、
手
話
通
訳
者

の
育
成
な
ど
市
と
協
働
し
、
手
話

へ
の
理
解
促
進
と
普
及
に
努
め
る

な
ど
、
オ
ー
ル
掛
川
で
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
手
話
通
訳
者
の
派
遣

市
は
一
定
の
基
準
に
基
づ
き
、

手
話
通
訳
者
を
無
償
で
派
遣
し
て

い
ま
す
。
通
訳
者
は
、
厚
生
労
働

省
認
定
の
手
話
通
訳
士
、
ま
た
は

県
認
定
の
手
話
通
訳
者
の
資
格
を

も
つ
方
で
す
。

●
要
約
筆
記
者
の
派
遣

聴
覚
障
が
い
者
全
員
が
手
話
を

使
え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
要
約

筆
記
と
は
、
会
議
や
集
会
な
ど
で

発
言
内
容
を
手
書
き
や
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
文
字
で
伝
え
る
も
の
。

市
は
、手
話
通
訳
者
と
同
様
に
要

約
筆
記
者
の
派
遣
も
無
償
で
行
っ

て
い
ま
す
。

●
手
話
サ
ー
ク
ル
太
陽
の
会

初
心
者
で
も
、
手
話
を
学
び
な

が
ら
ろ
う
者
と
交
流
で
き
る
サ
ー

ク
ル
が
、
毎
月
定
期
的
に
開
か
れ

て
い
ま
す
。
活
動
日
や
活
動
場
所

な
ど
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
22

-

1
2
9
4
・
F
A
X
23

-

3
3

1
9
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
掛
川
例
会
（
午
前
10
時
〜
・

午
後
7
時
30
分
〜
）
▽
「
ゆ
り
の

会
」
大
東
例
会
、
（
午
後
7
時
30

分
〜
）
▽
大
須
賀
例
会
（
午
後
7

時
30
分
〜
）

ろ
う
者
の

社
会
参
加
の
広
ま
り
に

期
待
し
ま
す

掛川ろうあ部長
松本久夫さん（中央）

条例が可決された瞬間、「いつでも、
どこでも、誰とでも通じ合うことがで
きる社会」の実現に、一歩踏み出せた
ことに大変感動しました。
ろう者は、音を聞いたことがありま

せん。目や表情を見ながら、相手の話
すことを感じ取ってきました。文字で
は伝えきれない気持ちをすぐに伝えら
れる手話は、私たちの大切な言語です。
これを機に、市民や事業主のみなさん
にも、簡単な手話で良いので覚えてい
ただければうれしいです。普段の会話
で使う身振り・手振りと同じで、決し
て難しく考える必要はありません。
今後、自由に手話で話ができる環境

が整うことで、ろう者の社会参加が広
がることに期待しています。

手
話
と
い
う
言
葉
で

　思
い
を
共
有
し
た
い 市手話奉仕員養成講座受講者

佐々木陽子さん（上内田）

手話を習い始めたきっかけは、仕
事中に手話を使っていたお客様と会
話のキャッチボールができなかったこ
とです。筆談では、書いてある文字し
か伝わりません。手話という自分の生
の声で思いを伝え、相手の方と気持ち
を共有したいと思いました。
どんな人とも同じ条件で会話を楽し
むためにも、手話を学んで自分のもの
にできたらと思います。

簡
単
な
手
話
か
ら
学
ん
で
み
た
い
方
へ

全
5
回
「
地
域
手
話
講
習
会
」

みんなで・手話を・学びましょう 「
手
話
と
は
」
「
ろ
う
者
と

は
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
あ
い

さ
つ
や
物
の
名
前
と
い
っ
た
簡

単
な
手
話
な
ど
を
学
び
ま
す
。

受
講
は
無
料
。
福
祉
課
（
☎

21

-

1
1
3
9
）
へ
電
話
で
申

し
込
み
（
先
着
順
）

■
昼
の
部

と
　
き
　
7
月
26
日
、
8
月
2

日
・
9
日
・
16
日
・
23
日
の

水
曜
日
／
午
後
1
時
30
分
〜

3
時

と
こ
ろ
　
大
東
支
所
3
階
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

定
　
員
　
10
人

■
夜
の
部

と
　
き
　
8
月
18
日
・
25
日
、

9
月
1
日
・
8
日
・
15
日
の

金
曜
日
／
午
後
7
時
30
分
〜

9
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
4
階
会
議
室

定
　
員
　
10
人

掛川ろうあ部のみなさん

話が心と心をつなぐ
「掛川市手話言語の推進に関する条例」施行手
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今
年
3
月
、
掛
川
市
、
菊
川
市
、
御
前
崎
市
で
開
か
れ
た
各
市
議
会
で
、
3

市
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
形
で
手
話
言
語
条
例
を
制
定
し
、
4
月
1
日
か
ら

施
行
し
ま
し
た
。
行
政
を
は
じ
め
、
市
民
や
事
業
者
に
手
話
へ
の
理
解
促
進

と
手
話
の
普
及
、
ま
た
聴
覚
障
が
い
者
ら
が
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど

へ
の
責
務
・
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
手
話
を
必
要
と
す
る
方
が
い
つ
で
も
自

由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

うれしい!
掛川市手話奉仕員養成講座を受講しているみなさん。胸の前で両手を上下に動かし「うれしい・楽しい」と話しています。

手
話
が
心
と
心
を
つ
な
ぐ

東
遠
地
域
3
市
が
手
話
言
語
条
例
を
同
時
施
行

福祉課
（☎21-1139）

手
話
は
大
切
な
言
語
／
3
市
が
協
調
し
普
及
促
進
へ

責
務
と
役
割
を
明
確
化
／
全
市
民
で
共
生
社
会
の
実
現
へ

手
話
を
も
っ
と
身
近
に
／
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
を
活
用

話
は
、
音
や
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
な
い
ろ
う
者

（
手
話
を
使
い
日
常
生
活
を
営
む

方
）
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
、
お

互
い
の
気
持
ち
を
理
解
し
あ
っ
た

り
す
る
、
も
っ
と
も
自
然
で
自
由

に
会
話
が
で
き
る
言
葉
と
し
て
大

切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
条
例
に
は
「
言
語

は
お
互
い
の
気
持
ち
を
伝
え
合

い
、
知
識
を
蓄
え
、
文
化
を
創
造

す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
。
手
話
も
視
覚
的
に
表
現

す
る
言
語
で
あ
る
」
と
明
記
。
日

手

条 本
語
や
英
語
な
ど
の
音
声
言
語
な

ど
と
同
じ
言
語
で
あ
る
と
明
ら
か

に
し
た
上
で
、
手
話
へ
の
理
解
促

進
と
手
話
の
普
及
を
通
じ
て
、
ろ

う
者
の
社
会
参
加
を
保
障
し
、
だ

れ
も
が
個
性
を
尊
重
し
合
う
暮
ら

し
や
す
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
3
市
が
歩
調
を
そ
ろ
え

て
制
定
し
た
背
景
に
は
、
こ
れ
ま

で
も
各
市
の
障
害
福
祉
計
画
や
障

害
者
計
画
な
ど
、
障
が
い
者
福
祉

分
野
で
連
携
し
て
き
た
ほ
か
、
3

市
の
ろ
う
者
で
「
小
笠
ろ
う
あ
協

会
」
を
組
織
す
る
な
ど
密
接
に
つ

な
が
り
、
活
動
を
進
め
て
き
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
今
後
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
意
識
啓
発
や
効
果

的
な
取
り
組
み
が
期
待
で
き
ま
す
。

例
で
は
、
市
の
責
務
は
も

ち
ろ
ん
、
市
民
、
ろ
う
者
、

事
業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
定

め
て
い
ま
す
。

市
は
、
各
種
講
座
や
手
話
通
訳

者
の
派
遣
充
実
、
専
任
手
話
通
訳

者
の
配
置
、
ろ
う
者
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
行
い
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
機
運
の
醸
成

を
図
り
ま
す
。

市
民
を
は
じ
め
、
自
治
会
や
市

民
団
体
、
事
業
者
の
み
な
さ
ん
も
、

市
が
行
う
施
策
に
協
力
す
る
な
ど

ろ
う
者
や
手
話
へ
の
理
解
を
深
め

た
り
、意
思
疎
通
に
努
め
た
り
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
事
業
者
は
ろ
う
者
の
利
用
し

や
す
い
サ
ー
ビ
ス
、
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

ろ
う
者
自
身
も
、
手
話
通
訳
者

の
育
成
な
ど
市
と
協
働
し
、
手
話

へ
の
理
解
促
進
と
普
及
に
努
め
る

な
ど
、
オ
ー
ル
掛
川
で
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
手
話
通
訳
者
の
派
遣

市
は
一
定
の
基
準
に
基
づ
き
、

手
話
通
訳
者
を
無
償
で
派
遣
し
て

い
ま
す
。
通
訳
者
は
、
厚
生
労
働

省
認
定
の
手
話
通
訳
士
、
ま
た
は

県
認
定
の
手
話
通
訳
者
の
資
格
を

も
つ
方
で
す
。

●
要
約
筆
記
者
の
派
遣

聴
覚
障
が
い
者
全
員
が
手
話
を

使
え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
要
約

筆
記
と
は
、
会
議
や
集
会
な
ど
で

発
言
内
容
を
手
書
き
や
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
文
字
で
伝
え
る
も
の
。

市
は
、手
話
通
訳
者
と
同
様
に
要

約
筆
記
者
の
派
遣
も
無
償
で
行
っ

て
い
ま
す
。

●
手
話
サ
ー
ク
ル
太
陽
の
会

初
心
者
で
も
、
手
話
を
学
び
な

が
ら
ろ
う
者
と
交
流
で
き
る
サ
ー

ク
ル
が
、
毎
月
定
期
的
に
開
か
れ

て
い
ま
す
。
活
動
日
や
活
動
場
所

な
ど
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
22

-

1
2
9
4
・
F
A
X
23

-

3
3

1
9
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
掛
川
例
会
（
午
前
10
時
〜
・

午
後
7
時
30
分
〜
）
▽
「
ゆ
り
の

会
」
大
東
例
会
、
（
午
後
7
時
30

分
〜
）
▽
大
須
賀
例
会
（
午
後
7

時
30
分
〜
）

ろ
う
者
の

社
会
参
加
の
広
ま
り
に

期
待
し
ま
す

掛川ろうあ部長
松本久夫さん（中央）

条例が可決された瞬間、「いつでも、
どこでも、誰とでも通じ合うことがで
きる社会」の実現に、一歩踏み出せた
ことに大変感動しました。
ろう者は、音を聞いたことがありま

せん。目や表情を見ながら、相手の話
すことを感じ取ってきました。文字で
は伝えきれない気持ちをすぐに伝えら
れる手話は、私たちの大切な言語です。
これを機に、市民や事業主のみなさん
にも、簡単な手話で良いので覚えてい
ただければうれしいです。普段の会話
で使う身振り・手振りと同じで、決し
て難しく考える必要はありません。
今後、自由に手話で話ができる環境

が整うことで、ろう者の社会参加が広
がることに期待しています。

手
話
と
い
う
言
葉
で

　思
い
を
共
有
し
た
い 市手話奉仕員養成講座受講者

佐々木陽子さん（上内田）

手話を習い始めたきっかけは、仕
事中に手話を使っていたお客様と会
話のキャッチボールができなかったこ
とです。筆談では、書いてある文字し
か伝わりません。手話という自分の生
の声で思いを伝え、相手の方と気持ち
を共有したいと思いました。
どんな人とも同じ条件で会話を楽し
むためにも、手話を学んで自分のもの
にできたらと思います。

簡
単
な
手
話
か
ら
学
ん
で
み
た
い
方
へ

全
5
回
「
地
域
手
話
講
習
会
」

みんなで・手話を・学びましょう 「
手
話
と
は
」
「
ろ
う
者
と

は
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
あ
い

さ
つ
や
物
の
名
前
と
い
っ
た
簡

単
な
手
話
な
ど
を
学
び
ま
す
。

受
講
は
無
料
。
福
祉
課
（
☎

21

-

1
1
3
9
）
へ
電
話
で
申

し
込
み
（
先
着
順
）

■
昼
の
部

と
　
き
　
7
月
26
日
、
8
月
2

日
・
9
日
・
16
日
・
23
日
の

水
曜
日
／
午
後
1
時
30
分
〜

3
時

と
こ
ろ
　
大
東
支
所
3
階
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

定
　
員
　
10
人

■
夜
の
部

と
　
き
　
8
月
18
日
・
25
日
、

9
月
1
日
・
8
日
・
15
日
の

金
曜
日
／
午
後
7
時
30
分
〜

9
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
4
階
会
議
室

定
　
員
　
10
人

掛川ろうあ部のみなさん

話が心と心をつなぐ
「掛川市手話言語の推進に関する条例」施行手
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生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
支
援
ス
タ
ー
ト

自
宅
で
生
ご
み
を
処
理
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

問環境政策課
（☎21-1145）

生
ご
み
処
理
容
器
で

燃
え
る
ご
み
を
削
減

キ
エ
ー
ロ
を
利
用
し

て
環
境
保
全
に
貢
献

家
庭
か
ら
出
る
燃
え
る
ご
み
の

う
ち
、
4
分
の
1
を
生
ご
み
が
占

め
て
い
ま
す
。
多
く
の
水
分
を
含

む
生
ご
み
を
燃
や
す
た
め
に
は
、

た
く
さ
ん
の
燃
料
が
必
要
で
す
。

微
生
物
の
力
を
利
用
す
る
生
ご

み
処
理
容
器
の
活
用
で
、
「
生
ご

み
を
ご
み
袋
に
入
れ
な
い
の
で
臭

わ
ず
長
く
置
け
る
」
「
ご
み
出
し

回
数
が
減
る
」
「
集
積
所
ま
で
行

く
際
、
ご
み
袋
が
軽
く
な
る
」
な

ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ご
み
処
理
費
用
の
削

減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

土
の
中
に
い
る
微
生
物
の
働
き

を
利
用
し
、
生
ご
み
を
分
解
さ
せ

て
堆
肥
化
し
ま
す
。
庭
や
畑
な
ど

で
利
用
で
き
ま
す
。

購
入
費
　2
〜
5
千
円
程
度

　（
販
売
店
や
商
品
に
よ
り
異
な

り
ま
す
）

補
助　購

入
費
の
2
分
の
1
以
内
で
上

限
3
千
円
（
市
内
の
販
売
店
で

新
規
購
入
し
た
も
の
に
限
り
ま

す
）

特
徴

・
半
年
か
ら
1
年
か
け
て
堆
肥
化

・
土
や
落
ち
葉
を
入
れ
て
水
分
量

を
調
整

・
生
ご
み
の
多
く
出
る
家
庭
向
き

土
の
中
に
い
る
微
生
物
の
働
き

を
利
用
し
、
生
ご
み
を
分
解
さ
せ

ま
す
。

　高
さ
50
㌢
×
幅
70
㌢
×
奥
行
50
㌢

自
己
負
担
　5
百
円

講
習
会
※
い
ず
れ
か
1
回
受
講
必
須

　6
月
22
日
㈭
、
9
月
21
日
㈭
、

11
月
16
日
㈭  

午
前
10
時
〜

特
徴

・
小
型
で
臭
い
が
気
に
な
ら
な

い
・
生
ご
み
分
解
ス
ピ
ー
ド
が
早

い
・
水
切
り
が
必
要

掛川市の燃えるごみの内訳

コンポスト容器

生ごみパックン

 キエーロ

 

方
法
そ
の
1   

堆
肥
化
す
る

 

方
法
そ
の
2   

分
解
す
る

○
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

○
生
ご
み
パ
ッ
ク
ン

　高
さ
85
㌢
×
幅
83
㌢
×
奥
行
65
㌢

自
己
負
担
　4
千
円
（
通
常
価
格

　2
万
4
千
円
・
送
料
込
）

特
徴

・
臭
い
が
気
に
な
ら
な
い

・
虫
が
わ
き
に
く
い

・
夏
は
5
日
ほ
ど
、
冬
は
2
週
間

ほ
ど
で
生
ご
み
消
滅

・
水
切
り
が
不
要

　キ
エ
ー
ロ
の
申
し
込
み
先
は

N
P
O
法
人

　時
ノ
寿
の
森
ク
ラ
ブ

　（
☎
28

-

0
0
8
2
）

環
境
分
野
に
関
心
が
あ
り
、

自
然
農
法
な
ど
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
キ
エ
ー

ロ
の
情
報
を
耳
に
し
ま
し
た
。

キ
エ
ー
ロ
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
環
境
保
全
に
つ
な
が
れ
ば

と
思
い
申
し
込
み
ま
し
た
。

最
初
は
、
臭
い
が
出
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
臭
い
も
な
く
入
れ
た
生

ご
み
も
ほ
と
ん
ど
消
え
ま
し

た
。
す
ば
ら
し
い
効
果
だ
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、
キ
エ
ー
ロ
を
利
用

す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
住
ん

で
い
る
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
と
う
れ
し
い

で
す
。

無
責
任
な
餌
付
け
が
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
に

野
良
猫
は
、
餌
を
与
え
て
い
る
場
所
に
居
つ
き
、
ふ

ん
、
尿
、
食
べ
残
し
な
ど
の
臭
い
や
、
夜
間
の
鳴
き
声

な
ど
で
、
周
囲
の
環
境
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
が
、

ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
猫
が
迷
惑
な
存
在
と
な
り
、
猫
好
き

な
方
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪
く
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
餌
を
与
え
た
い
場
合
は
、
次
の
条
件

を
守
り
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
周
囲
の
理
解
を
得
る
。

②
給
餌
や
排
便
の
場
所
は
自
分
の
敷
地
内
に
設
置
す
る
。

③
他
人
の
敷
地
で
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
は
全
て
対
応
す
る
。

④
餌
を
与
え
て
い
る
猫
全
て
に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受

け
さ
せ
る
。

猫
は
年
4
回
出
産
し
ま
す
。
環
境
省
の
定
め
る
「
家

庭
動
物
等
の
飼
養
及
び
保
管
に
関
す
る
基
準
」
で
は
、

屋
内
で
飼
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、
外
に
飼
い
猫

を
出
す
場
合
は
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

手
術
費
用
の
一
部
を
補
助

N
P
O
法
人
「
人
と
ペ
ッ
ト
の
暮
ら
し
を
育
む
会

ナ
ー
ム
ハ
ー
ト
」
で
は
、
指
定
動
物
病
院
で
手
術
を
し

た
野
良
猫
の
手
術
代
金
の
一
部
、
4
千
円
を
助
成
し
て

い
ま
す
（
1
人
年
間
5
匹
ま
で
）
。
※
先
着
順

野
良
猫
も
元
を
た
だ
せ
ば
飼
い
猫

猫
を
捨
て
る
こ
と
は
、
動
物
愛
護
法
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
掛
川
市
の
公
道
上
で
死
亡
し
て
い
る
猫
の
数

は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
不
幸
な
猫
が
増
え

な
い
よ
う
、
地
域
で
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
埋
め
る
穴
は
深
さ
約
20
㌢

　微
生
物
の
働
き
良
い
深
さ
で
す
。

②
3
日
か
ら
4
日
に
1
回
投
入

　生
ご
み
は
、
3
日
か
ら
4
日
に

1
回
を
目
安
に
入
れ
ま
す
。

③
シ
ャ
ベ
ル
で
混
ぜ
る

　土
を
握
っ
た
ら
「
だ
ん
ご
」
が

作
れ
る
ぐ
ら
い
、
水
を
加
え
ザ

ク
ザ
ク
混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。

④
乾
い
た
土
で
表
面
を
フ
タ

　表
面
の
土
が
湿
っ
て
い
る
と
、

臭
い
で
虫
が
寄
っ
て
く
る
原
因

に
な
り
ま
す
。

○
キ
エ
ー
ロ

◇
上
手
に
使
う
た
め
の

　
　
　4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

山崎敏光さん
（下垂木）

市
内
7
人
に
栄
誉

春
の
叙
勲
・
褒
章
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
平
成
29
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
が
発
表
さ
れ
、
掛
川

市
か
ら
は
地
方
自
治
な
ど
の
功
績
を
た
た
え
る
春
の

叙
勲
に
2
人
、
褒
章
に
1
人
。
警
察
官
や
自
衛
官
な

ど
危
険
な
業
務
に
取
り
組
み
社
会
貢
献
し
た
功
労
を

た
た
え
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
に
4
人
が
受
章
し

ま
し
た
。
※
本
人
の
希
望
に
よ
り
掲
載
を
控
え
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
7
年
か
ら

17
年
に
わ
た
り
議

員
と
し
て
、町
政
と

市
政
の
発
展
に
尽

力
。
ま
た
市
体
育

協
会
会
長
を
務

め
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

雜
賀
祥
宣 

さ
ん

 

 

（
中
）

旭日双光章
（地方自治功労）

昭
和
43
年
か
ら

定
年
ま
で
の
42
年

間
、
消
防
業
務
に

携
わ
り
、
消
防
署

長
や
消
防
長
を
務

め
、
市
民
の
生
命
、

身
体
お
よ
び
財
産

の
保
護
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

岡
山
秀
秋 

さ
ん

 

 

（
各
和
）

瑞宝双光章
（消防功労）

昭
和
49
年
か
ら

36
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
陸
上
自
衛

隊
員
と
し
て
活

躍
。
総
隊
陸
曹
な

ど
を
務
め
、
民
生

の
安
定
と
防
衛
基

盤
の
育
成
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

風
間
達
男 

さ
ん

 

 

（
大
池
）

瑞宝単光章
（防衛功労）

昭
和
40
年
か
ら

定
年
ま
で
の
40
年

間
、
警
察
職
務
に

携
わ
り
、
交
番
勤

務
や
県
警
機
動
隊

員
と
し
て
従
事
。

地
域
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

田
中

　仁 

さ
ん

 

 

（
城
北
）

瑞宝単光章
（警察功労）

昭
和
49
年
か
ら

36
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
陸
上
自
衛

隊
員
と
し
て
活
躍
。

前
進
観
測
班
長
や

総
務
班
長
を
務
め
、

民
生
の
安
定
と
防

衛
基
盤
の
育
成
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

渥
美
良
雄 

さ
ん

 

（
上
西
郷
）

瑞宝双光章
（防衛功労）

無責任に野良猫へ餌をあげないで!
すべてに責任を負う覚悟はありますか?　　問環境政策課（☎21-1145）　

よ
し
の
り

さ
い

が

ま
さ
し
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生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
支
援
ス
タ
ー
ト

自
宅
で
生
ご
み
を
処
理
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

問環境政策課
（☎21-1145）

生
ご
み
処
理
容
器
で

燃
え
る
ご
み
を
削
減

キ
エ
ー
ロ
を
利
用
し

て
環
境
保
全
に
貢
献

家
庭
か
ら
出
る
燃
え
る
ご
み
の

う
ち
、
4
分
の
1
を
生
ご
み
が
占

め
て
い
ま
す
。
多
く
の
水
分
を
含

む
生
ご
み
を
燃
や
す
た
め
に
は
、

た
く
さ
ん
の
燃
料
が
必
要
で
す
。

微
生
物
の
力
を
利
用
す
る
生
ご

み
処
理
容
器
の
活
用
で
、
「
生
ご

み
を
ご
み
袋
に
入
れ
な
い
の
で
臭

わ
ず
長
く
置
け
る
」
「
ご
み
出
し

回
数
が
減
る
」
「
集
積
所
ま
で
行

く
際
、
ご
み
袋
が
軽
く
な
る
」
な

ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ご
み
処
理
費
用
の
削

減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

土
の
中
に
い
る
微
生
物
の
働
き

を
利
用
し
、
生
ご
み
を
分
解
さ
せ

て
堆
肥
化
し
ま
す
。
庭
や
畑
な
ど

で
利
用
で
き
ま
す
。

購
入
費
　2
〜
5
千
円
程
度

　（
販
売
店
や
商
品
に
よ
り
異
な

り
ま
す
）

補
助　購

入
費
の
2
分
の
1
以
内
で
上

限
3
千
円
（
市
内
の
販
売
店
で

新
規
購
入
し
た
も
の
に
限
り
ま

す
）

特
徴

・
半
年
か
ら
1
年
か
け
て
堆
肥
化

・
土
や
落
ち
葉
を
入
れ
て
水
分
量

を
調
整

・
生
ご
み
の
多
く
出
る
家
庭
向
き

土
の
中
に
い
る
微
生
物
の
働
き

を
利
用
し
、
生
ご
み
を
分
解
さ
せ

ま
す
。

　高
さ
50
㌢
×
幅
70
㌢
×
奥
行
50
㌢

自
己
負
担
　5
百
円

講
習
会
※
い
ず
れ
か
1
回
受
講
必
須

　6
月
22
日
㈭
、
9
月
21
日
㈭
、

11
月
16
日
㈭  

午
前
10
時
〜

特
徴

・
小
型
で
臭
い
が
気
に
な
ら
な

い
・
生
ご
み
分
解
ス
ピ
ー
ド
が
早

い
・
水
切
り
が
必
要

掛川市の燃えるごみの内訳

コンポスト容器

生ごみパックン

 キエーロ

 

方
法
そ
の
1   

堆
肥
化
す
る

 

方
法
そ
の
2   

分
解
す
る

○
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

○
生
ご
み
パ
ッ
ク
ン

　高
さ
85
㌢
×
幅
83
㌢
×
奥
行
65
㌢

自
己
負
担
　4
千
円
（
通
常
価
格

　2
万
4
千
円
・
送
料
込
）

特
徴

・
臭
い
が
気
に
な
ら
な
い

・
虫
が
わ
き
に
く
い

・
夏
は
5
日
ほ
ど
、
冬
は
2
週
間

ほ
ど
で
生
ご
み
消
滅

・
水
切
り
が
不
要

　キ
エ
ー
ロ
の
申
し
込
み
先
は

N
P
O
法
人

　時
ノ
寿
の
森
ク
ラ
ブ

　（
☎
28

-

0
0
8
2
）

環
境
分
野
に
関
心
が
あ
り
、

自
然
農
法
な
ど
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
キ
エ
ー

ロ
の
情
報
を
耳
に
し
ま
し
た
。

キ
エ
ー
ロ
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
環
境
保
全
に
つ
な
が
れ
ば

と
思
い
申
し
込
み
ま
し
た
。

最
初
は
、
臭
い
が
出
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
臭
い
も
な
く
入
れ
た
生

ご
み
も
ほ
と
ん
ど
消
え
ま
し

た
。
す
ば
ら
し
い
効
果
だ
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、
キ
エ
ー
ロ
を
利
用

す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
住
ん

で
い
る
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
と
う
れ
し
い

で
す
。

無
責
任
な
餌
付
け
が
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
に

野
良
猫
は
、
餌
を
与
え
て
い
る
場
所
に
居
つ
き
、
ふ

ん
、
尿
、
食
べ
残
し
な
ど
の
臭
い
や
、
夜
間
の
鳴
き
声

な
ど
で
、
周
囲
の
環
境
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
が
、

ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
猫
が
迷
惑
な
存
在
と
な
り
、
猫
好
き

な
方
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪
く
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
餌
を
与
え
た
い
場
合
は
、
次
の
条
件

を
守
り
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
周
囲
の
理
解
を
得
る
。

②
給
餌
や
排
便
の
場
所
は
自
分
の
敷
地
内
に
設
置
す
る
。

③
他
人
の
敷
地
で
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
は
全
て
対
応
す
る
。

④
餌
を
与
え
て
い
る
猫
全
て
に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受

け
さ
せ
る
。

猫
は
年
4
回
出
産
し
ま
す
。
環
境
省
の
定
め
る
「
家

庭
動
物
等
の
飼
養
及
び
保
管
に
関
す
る
基
準
」
で
は
、

屋
内
で
飼
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、
外
に
飼
い
猫

を
出
す
場
合
は
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

手
術
費
用
の
一
部
を
補
助

N
P
O
法
人
「
人
と
ペ
ッ
ト
の
暮
ら
し
を
育
む
会

ナ
ー
ム
ハ
ー
ト
」
で
は
、
指
定
動
物
病
院
で
手
術
を
し

た
野
良
猫
の
手
術
代
金
の
一
部
、
4
千
円
を
助
成
し
て

い
ま
す
（
1
人
年
間
5
匹
ま
で
）
。
※
先
着
順

野
良
猫
も
元
を
た
だ
せ
ば
飼
い
猫

猫
を
捨
て
る
こ
と
は
、
動
物
愛
護
法
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
掛
川
市
の
公
道
上
で
死
亡
し
て
い
る
猫
の
数

は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
不
幸
な
猫
が
増
え

な
い
よ
う
、
地
域
で
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
埋
め
る
穴
は
深
さ
約
20
㌢

　微
生
物
の
働
き
良
い
深
さ
で
す
。

②
3
日
か
ら
4
日
に
1
回
投
入

　生
ご
み
は
、
3
日
か
ら
4
日
に

1
回
を
目
安
に
入
れ
ま
す
。

③
シ
ャ
ベ
ル
で
混
ぜ
る

　土
を
握
っ
た
ら
「
だ
ん
ご
」
が

作
れ
る
ぐ
ら
い
、
水
を
加
え
ザ

ク
ザ
ク
混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。

④
乾
い
た
土
で
表
面
を
フ
タ

　表
面
の
土
が
湿
っ
て
い
る
と
、

臭
い
で
虫
が
寄
っ
て
く
る
原
因

に
な
り
ま
す
。

○
キ
エ
ー
ロ

◇
上
手
に
使
う
た
め
の

　
　
　4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

山崎敏光さん
（下垂木）

市
内
7
人
に
栄
誉

春
の
叙
勲
・
褒
章
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
平
成
29
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
が
発
表
さ
れ
、
掛
川

市
か
ら
は
地
方
自
治
な
ど
の
功
績
を
た
た
え
る
春
の

叙
勲
に
2
人
、
褒
章
に
1
人
。
警
察
官
や
自
衛
官
な

ど
危
険
な
業
務
に
取
り
組
み
社
会
貢
献
し
た
功
労
を

た
た
え
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
に
4
人
が
受
章
し

ま
し
た
。
※
本
人
の
希
望
に
よ
り
掲
載
を
控
え
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
7
年
か
ら

17
年
に
わ
た
り
議

員
と
し
て
、町
政
と

市
政
の
発
展
に
尽

力
。
ま
た
市
体
育

協
会
会
長
を
務

め
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

雜
賀
祥
宣 

さ
ん

 

 

（
中
）

旭日双光章
（地方自治功労）

昭
和
43
年
か
ら

定
年
ま
で
の
42
年

間
、
消
防
業
務
に

携
わ
り
、
消
防
署

長
や
消
防
長
を
務

め
、
市
民
の
生
命
、

身
体
お
よ
び
財
産

の
保
護
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

岡
山
秀
秋 

さ
ん

 

 

（
各
和
）

瑞宝双光章
（消防功労）

昭
和
49
年
か
ら

36
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
陸
上
自
衛

隊
員
と
し
て
活

躍
。
総
隊
陸
曹
な

ど
を
務
め
、
民
生

の
安
定
と
防
衛
基

盤
の
育
成
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

風
間
達
男 

さ
ん

 

 

（
大
池
）

瑞宝単光章
（防衛功労）

昭
和
40
年
か
ら

定
年
ま
で
の
40
年

間
、
警
察
職
務
に

携
わ
り
、
交
番
勤

務
や
県
警
機
動
隊

員
と
し
て
従
事
。

地
域
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

田
中

　仁 

さ
ん

 

 

（
城
北
）

瑞宝単光章
（警察功労）

昭
和
49
年
か
ら

36
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
陸
上
自
衛

隊
員
と
し
て
活
躍
。

前
進
観
測
班
長
や

総
務
班
長
を
務
め
、

民
生
の
安
定
と
防

衛
基
盤
の
育
成
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

渥
美
良
雄 

さ
ん

 

（
上
西
郷
）

瑞宝双光章
（防衛功労）

無責任に野良猫へ餌をあげないで!
すべてに責任を負う覚悟はありますか?　　問環境政策課（☎21-1145）　

よ
し
の
り

さ
い

が

ま
さ
し
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小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

バ
リ
ウ
ム
検
査

胃
カ
メ
ラ

ま
と
め

〜
毎
年
受
け
れ
ば
安
心
？
〜

胃
が
ん
検
診
の
賢
い
利
用
法

小笠医師会  その42
（☎23-4372）

胃
が
ん
は
日
本
人
が
か
か
る
が
ん
の

ト
ッ
プ
3
に
入
っ
て
い
ま
す
。
バ
リ
ウ
ム

と
胃
カ
メ
ラ
、
い
っ
た
い
ど
ち
ら
を
受
診

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
」
検
査

（
胃
透
視
検
査
と
も
い
い
ま
す
）
は
、
市

の
補
助
（
※
）
に
よ
っ
て
安
く
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
年
齢
に
よ
っ
て
は
無
料
に
な

る
た
め
、
年
配
の
方
が
毎
年
欠
か
さ
ず
受

け
て
い
る
ケ
ー
ス
を
よ
く
お
見
か
け
し
ま

す
。
た
だ
、
こ
の
検
査
に
も
向
き
・
不
向

き
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

体
の
内
部
を
写
し
出
す
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

そ
の
ま
ま
で
は
固
い
組
織

（
例
え
ば
骨
）
し
か
よ
く

見
え
な
い
た
め
、
バ
リ
ウ

ム
を
飲
み
込
み
、
消
化
管

の
表
面
に
塗
り
た
く
っ
て

発
泡
剤
で
膨
ら
ま
せ
ま

す
。
お
茶
を
飲
む
と
き
に

む
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
方

は
バ
リ
ウ
ム
が
気
管
に

入
っ
て
し
ま
い
、
肺
炎
や
窒
息
を
起
こ
す

危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手
術
で
胃
の

出
口
を
切
除
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
方
は
胃

が
う
ま
く
膨
ら
ま
な
い
う
え
に
バ
リ
ウ
ム

が
腸
へ
流
れ
出
て
し
ま
う
た
め
、
病
気
が

隠
れ
て
い
な
い
か
判
断
で
き
る
よ
う
な
写

真
が
と
れ
ま
せ
ん
。
バ
リ
ウ
ム
は
検
査
後

に
便
と
し
て
出
ま
す
が
、
便
秘
の
ひ
ど
い

方
や
、
腸
に
く
ぼ
み
が
あ
る
方
は
腸
内
で

固
ま
っ
て
危
険
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
方
々
に
は
バ
リ
ウ
ム
検
査
は
不

向
き
で
す
。

　
直
接
表
面
を
見
る
の
で
バ
リ
ウ
ム
で
見

つ
け
に
く
い
早
期
の
が
ん
な
ど
の
平
べ
っ

た
い
病
変
で
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、
バ
リ
ウ
ム
特
有
の
副
作
用
や
被
爆
の

心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
苦
し

そ
う
だ
か
ら
受
け
た
く
な
い
」
と
い
う
方

は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
近
は
胃
カ
メ
ラ
の
性
能
も
よ
く
な

り
、
通
常
の
胃
カ
メ
ラ
の
直
径
が
約
1
㌢

に
対
し
て
、
半
分
の
直
径
約
5
㍉
の
経
鼻

内
視
鏡
も
普
及
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
院
に
よ
っ
て
は
鎮
静
と
い
っ

て
苦
痛
を
和
ら
げ
る
注
射
を
使
用
し
て
楽

に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
検
査
を
す
る
な
ら
、
受
け
や
す
さ
や
値

段
、
体
へ
の
負
担
や
リ
ス
ク
な
ど
を
考
え

て
、
自
分
に
あ
っ
た
方
法
を
選
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

投
票
で
き
る
方

投
票
の
で
き
る
方
は
、
平
成
11
年
6
月

26
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
今

年
の
3
月
7
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
市
内

に
住
み
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

ま
た
、
3
月
8
日
以
降
に
県
内
の
他
市

区
町
か
ら
転
入
し
た
方
は
、
引
き
続
き
県

内
に
居
住
し
て
い
る
旨
の
証
明
書
を
提
示

す
れ
ば
、
以
前
に
住
ん
で
い
た
市
区
町
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
と
投
票
時
間

投
票
所
は
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
次
の
投
票
所
は
、
施
設
の

改
修
工
事
に
伴
い
場
所
を
変
更
し
ま
す
。

（
旧
）
千
浜
小
学
校
体
育
館

（
新
）
千
浜
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

投
票
時
間
は
午
前
7
時
〜
午
後
8
時
ま

で
。
西
之
谷
公
民
館
の
み
、
午
前
7
時
〜

午
後
7
時
ま
で
で
す
。

入
場
券
は
、
1
枚
の
は
が
き
に
同
一
世

帯
の
方
を
4
人
ま
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

1
人
分
ず
つ
切
り
離
し
て
投
票
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
紛
失
し
た
り
、
受
け
取
ら
れ

て
い
な
い
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
当
日

投
票
所
で
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

候
補
者
の
紹
介
な
ど
を
載
せ
た
選
挙
公

報
は
、
6
月
16
日
㈮
の
新
聞
朝
刊
折
り
込

み
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。

◎
選
挙
公
報
は
市
内
各
施
設
に
配
置
す
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ

れ
ま
す
。

選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み
で

入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

「
そ
の
思
い
　投
票
し
な
き
ゃ
　伝
わ
ら
な
い
。
」

静
岡
県
知
事
選
挙

大
切
な
一
票
は
誰
に
?

任
期
満
了
に
伴
う
静
岡
県
知
事
選
挙
が
6
月
8
日
㈭
に
告
示
さ

れ
、
投
票
が
6
月
25
日
㈰
に
市
内
36
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
有
効
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

問
掛
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
21

-

1
1
3
3
）

投
票
日
は   

6
月
25
日
㈰

みんな、
投票に行こうね!

市公式キャラクター
　茶のみやきんじろうくん

期日前投票と不在者投票
　投票日に仕事や旅行、病気で入院中など、投票所へ
行って投票できない方のために、期日前投票制度と不
在者投票制度があります。

■期日前投票
◎期　間　6月9日（金）～6月24日（土）
◎と　き　午前8時30分～午後8時
◎ところ　市役所1階ホール/大東支所1階ロビー
 ／大須賀支所1階多目的ホール
◎持ち物　入場券（裏面を記入してください）

■不在者投票
入院・入所中の方
　不在者投票のできる指定病院や指定施設に入
院・入所中の方は、その施設内で投票ができます。
身体に重度の障がいがある方
　身体障害者手帳または戦傷病者手帳を持ち、一
定以上の重度の障がいがある方と、介護保険の要介
護5の方は、郵便による不在者投票ができます。事
前に「郵便等投票証明書」の交付を受ける必要が
あります。投票用紙などは、6月21日（水）までに
請求してください。

※

詳
し
く
は
、ふ
じ
の
く
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
静
岡
県
／

が
ん
検
診
に
つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

千
浜
小
体
育
館
は

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
変
更

1213 KOHO  KAKEGAWA  2017.6



小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

バ
リ
ウ
ム
検
査

胃
カ
メ
ラ

ま
と
め

〜
毎
年
受
け
れ
ば
安
心
？
〜

胃
が
ん
検
診
の
賢
い
利
用
法

小笠医師会  その42
（☎23-4372）

胃
が
ん
は
日
本
人
が
か
か
る
が
ん
の

ト
ッ
プ
3
に
入
っ
て
い
ま
す
。
バ
リ
ウ
ム

と
胃
カ
メ
ラ
、
い
っ
た
い
ど
ち
ら
を
受
診

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
」
検
査

（
胃
透
視
検
査
と
も
い
い
ま
す
）
は
、
市

の
補
助
（
※
）
に
よ
っ
て
安
く
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
年
齢
に
よ
っ
て
は
無
料
に
な

る
た
め
、
年
配
の
方
が
毎
年
欠
か
さ
ず
受

け
て
い
る
ケ
ー
ス
を
よ
く
お
見
か
け
し
ま

す
。
た
だ
、
こ
の
検
査
に
も
向
き
・
不
向

き
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

体
の
内
部
を
写
し
出
す
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

そ
の
ま
ま
で
は
固
い
組
織

（
例
え
ば
骨
）
し
か
よ
く

見
え
な
い
た
め
、
バ
リ
ウ

ム
を
飲
み
込
み
、
消
化
管

の
表
面
に
塗
り
た
く
っ
て

発
泡
剤
で
膨
ら
ま
せ
ま

す
。
お
茶
を
飲
む
と
き
に

む
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
方

は
バ
リ
ウ
ム
が
気
管
に

入
っ
て
し
ま
い
、
肺
炎
や
窒
息
を
起
こ
す

危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手
術
で
胃
の

出
口
を
切
除
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
方
は
胃

が
う
ま
く
膨
ら
ま
な
い
う
え
に
バ
リ
ウ
ム

が
腸
へ
流
れ
出
て
し
ま
う
た
め
、
病
気
が

隠
れ
て
い
な
い
か
判
断
で
き
る
よ
う
な
写

真
が
と
れ
ま
せ
ん
。
バ
リ
ウ
ム
は
検
査
後

に
便
と
し
て
出
ま
す
が
、
便
秘
の
ひ
ど
い

方
や
、
腸
に
く
ぼ
み
が
あ
る
方
は
腸
内
で

固
ま
っ
て
危
険
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
方
々
に
は
バ
リ
ウ
ム
検
査
は
不

向
き
で
す
。

　
直
接
表
面
を
見
る
の
で
バ
リ
ウ
ム
で
見

つ
け
に
く
い
早
期
の
が
ん
な
ど
の
平
べ
っ

た
い
病
変
で
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、
バ
リ
ウ
ム
特
有
の
副
作
用
や
被
爆
の

心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
苦
し

そ
う
だ
か
ら
受
け
た
く
な
い
」
と
い
う
方

は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
近
は
胃
カ
メ
ラ
の
性
能
も
よ
く
な

り
、
通
常
の
胃
カ
メ
ラ
の
直
径
が
約
1
㌢

に
対
し
て
、
半
分
の
直
径
約
5
㍉
の
経
鼻

内
視
鏡
も
普
及
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
院
に
よ
っ
て
は
鎮
静
と
い
っ

て
苦
痛
を
和
ら
げ
る
注
射
を
使
用
し
て
楽

に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
検
査
を
す
る
な
ら
、
受
け
や
す
さ
や
値

段
、
体
へ
の
負
担
や
リ
ス
ク
な
ど
を
考
え

て
、
自
分
に
あ
っ
た
方
法
を
選
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

投
票
で
き
る
方

投
票
の
で
き
る
方
は
、
平
成
11
年
6
月

26
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
今

年
の
3
月
7
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
市
内

に
住
み
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

ま
た
、
3
月
8
日
以
降
に
県
内
の
他
市

区
町
か
ら
転
入
し
た
方
は
、
引
き
続
き
県

内
に
居
住
し
て
い
る
旨
の
証
明
書
を
提
示

す
れ
ば
、
以
前
に
住
ん
で
い
た
市
区
町
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
と
投
票
時
間

投
票
所
は
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
次
の
投
票
所
は
、
施
設
の

改
修
工
事
に
伴
い
場
所
を
変
更
し
ま
す
。

（
旧
）
千
浜
小
学
校
体
育
館

（
新
）
千
浜
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

投
票
時
間
は
午
前
7
時
〜
午
後
8
時
ま

で
。
西
之
谷
公
民
館
の
み
、
午
前
7
時
〜

午
後
7
時
ま
で
で
す
。

入
場
券
は
、
1
枚
の
は
が
き
に
同
一
世

帯
の
方
を
4
人
ま
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

1
人
分
ず
つ
切
り
離
し
て
投
票
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
紛
失
し
た
り
、
受
け
取
ら
れ

て
い
な
い
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
当
日

投
票
所
で
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

候
補
者
の
紹
介
な
ど
を
載
せ
た
選
挙
公

報
は
、
6
月
16
日
㈮
の
新
聞
朝
刊
折
り
込

み
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。

◎
選
挙
公
報
は
市
内
各
施
設
に
配
置
す
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ

れ
ま
す
。

選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み
で

入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

「
そ
の
思
い
　投
票
し
な
き
ゃ
　伝
わ
ら
な
い
。
」

静
岡
県
知
事
選
挙

大
切
な
一
票
は
誰
に
?

任
期
満
了
に
伴
う
静
岡
県
知
事
選
挙
が
6
月
8
日
㈭
に
告
示
さ

れ
、
投
票
が
6
月
25
日
㈰
に
市
内
36
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
有
効
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

問
掛
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
21

-

1
1
3
3
）

投
票
日
は   

6
月
25
日
㈰

みんな、
投票に行こうね!

市公式キャラクター
　茶のみやきんじろうくん

期日前投票と不在者投票
　投票日に仕事や旅行、病気で入院中など、投票所へ
行って投票できない方のために、期日前投票制度と不
在者投票制度があります。

■期日前投票
◎期　間　6月9日（金）～6月24日（土）
◎と　き　午前8時30分～午後8時
◎ところ　市役所1階ホール/大東支所1階ロビー
 ／大須賀支所1階多目的ホール
◎持ち物　入場券（裏面を記入してください）

■不在者投票
入院・入所中の方
　不在者投票のできる指定病院や指定施設に入
院・入所中の方は、その施設内で投票ができます。
身体に重度の障がいがある方
　身体障害者手帳または戦傷病者手帳を持ち、一
定以上の重度の障がいがある方と、介護保険の要介
護5の方は、郵便による不在者投票ができます。事
前に「郵便等投票証明書」の交付を受ける必要が
あります。投票用紙などは、6月21日（水）までに
請求してください。

※

詳
し
く
は
、ふ
じ
の
く
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
静
岡
県
／

が
ん
検
診
に
つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

千
浜
小
体
育
館
は

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
変
更
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小笠掛川急患診療所

・健診、講座の問い合わせ 健康づくり課 （☎23-8111）
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 （☎21-1211）

徳育：徳育保健センター（御所原）
大東：大東保健センター（三俣）

保健師・栄養士だより
「おいしい」と「元気」を支える丈夫な歯!

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催 市内34か所へ！  移動図書館

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会
中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央： 7月8日・22日（土） 午後3時～3時30分
大　東：7月1日・15日（土） 午前10時30分～11時10分
大須賀： 7月8日・22日（土） 午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：7月21日（金）午前10時30分～11時　

絵

『もんだい』

井筒啓之/著
（岩崎書店）

高畠那生/作
（フレーベル館）

『アンダーアース・アンダーウォーター』
アレクサンドラ・ミジェリンスカ/＆
ダニエル・ミジェリンスキ/作・絵
（徳間書店）

『カエルのおでかけ』

お薦めの1冊を
紹介します

BooKリレー○24

雨が降ると、私たち人間は家に引き
こもりがちですが、この絵本に出て
くるカエルはうきうきとピクニック
にでかけます。カエルの楽しそうな
表情を見ていると、雨の日が待ち遠
しくなるかも!?

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

市立図書館

▲音訳ボランティア「サー
　クル声」・柳原秀子さん

小学校、公民館、農協などを巡回しま
す。日程は図書館へ問い合わせるか、
図書館ホームページをご覧ください。

■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（祝日を除く水・木曜日は午後7時まで）
　7月の休館日：毎週月曜日、28日（金）
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（祝日を除く木曜日は午後7時まで）
　7月の休館日：毎週月曜日、28日（金）
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（祝日を除く金曜日は午後7時まで）
　7月の休館日：毎週月曜日、27日（木）

対　象：乳幼児と保護者
中　央：7月   7日・14日（金）午前10時30分～11時
大　東：7月   7日・14日（金）午前10時30分～11時
大須賀：7月 21日・28日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷った
とき、まずはお電話を。保健師や看護師が相談に応じます。

「あなたはなぜ生きるのですか?」
「美とはなんですか?」「時間とは
なんですか?」…。ソクラテス、
ダ・ヴィンチ、アインシュタインな
どが投げかけた15の「もんだい」
を、肖像画とともに考える本です。

各医療機関の診療案内は平成28年7月号折り込みの「保存版」
（右二次元コード）または市ホームページ「救急医療」で検索

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ2階（入口別）
（ところ：杉谷南1-1-30、☎61-1299・FAX61-1400）

受診前に
連絡を!

※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）

診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

片方から読むと地面の下、もう一方
から読むと水中の世界を楽しく知る
ことができる本です。動物など自然
のものから地下鉄など人工物まであ
らゆるものを、地面の中からのぞき
見してみては?

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は、入院や手術の必要な重症患者を中心に行っています。

★折り紙教室「七夕飾りをつくろう」　大東
　とき：6月22日（木）午後1時30分～3時30分
　※6月6日（火）から電話、来館で申し込み
■「ジモトノシゴト展」　中央
　地元の建築士が設計した住宅や施設などの
　建築パネル展
　共催：公益社団法人静岡県建築士会
　期間：7月5日（水）～23日（日）
　※住宅相談・耐震相談  7月9・16・23日（日）午後1時～3時
■震災展  ～想定外の津波が襲った東日本大震災から学ぶ～　大須賀
　期間：7月9日（日）～29日（土）
★図書館の中の保健室　大須賀
　とき：7月18日（火）午前9時30分～11時30分

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育保健センターへお越しください。

　6月4日～10日は歯と口の健康週間です。
「かむ」行為は、歯の病気を予防し、歯の病
気が原因で起こる体の病気も防ぎます。ま
た、脳への血流が増えるので、満腹中枢が活
性化して肥満を防ぐほか、ストレス減少効果
もあります。歯周病や虫歯で大切な歯を失わ
ないため、毎日のお手入れを心がけましょう。
ポイント①毎日の歯みがきが大切!
特に、就寝前の歯磨きをていねいに行うことで、寝ている間
の歯周病菌の繁殖を防ぎます。
ポイント②禁煙する!
たばこは血管を収縮させて歯ぐきの血流を悪くするほか、殺
菌・洗浄作業を持つ唾液の分泌量も減少させます。受動喫煙
にも注意!
ポイント③歯磨きの指導を定期的に受ける!
自分で行う歯磨きには「癖」があるもの。定期的に歯科医院
を受診し、磨き残しをチェックしてもらい、歯周病や虫歯を
予防しましょう。

　勝又嗣彦著『遠州の侠花　花
彦一代記』をお薦めします。江
戸末期の掛川が舞台。結縁寺に
住む著者が祖母から伝え聞いた
話を基に書かれた本です。今も
残る地名や「森の石松」も登場
し恋あり涙あり。当時の武家や
庶民の生活に思いをはせること
ができます。パソコンで聴け
る音声版もあります。

7月の子育て・健康案内

大東

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児健康診査
13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 7 金 平成28年12月   1日 ～15日出生児

 19 水 平成28年12月 16日 ～31日出生児

 11 火 平成27年12月   1日 ～15日出生児

 21 金 平成27年12月 16日 ～31日出生児

 20 木 平成27年11～12月出生児

 7 金 平成27年  4月   1日 ～15日出生児

 19 水 平成27年  4月 16日～30日出生児

 10 月 平成26年  6月   1日 ～15日出生児

 14 金 平成26年  6月 16日～30日出生児

 12 水 平成26年  5～6月出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

中央
図書館

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 4 火 平成29年  5月出生児

 26 水 生後4～8か月児の親（予約制）

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

パパママセミナー（絵本・栄養編）
9：00～9：30  6 木 妊婦（予約制）※夫婦での参加も可
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小笠掛川急患診療所

・健診、講座の問い合わせ 健康づくり課 （☎23-8111）
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 （☎21-1211）

徳育：徳育保健センター（御所原）
大東：大東保健センター（三俣）

保健師・栄養士だより
「おいしい」と「元気」を支える丈夫な歯!

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催 市内34か所へ！  移動図書館

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会
中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央： 7月8日・22日（土） 午後3時～3時30分
大　東：7月1日・15日（土） 午前10時30分～11時10分
大須賀： 7月8日・22日（土） 午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：7月21日（金）午前10時30分～11時　

絵

『もんだい』

井筒啓之/著
（岩崎書店）

高畠那生/作
（フレーベル館）

『アンダーアース・アンダーウォーター』
アレクサンドラ・ミジェリンスカ/＆
ダニエル・ミジェリンスキ/作・絵
（徳間書店）

『カエルのおでかけ』

お薦めの1冊を
紹介します

BooKリレー○24

雨が降ると、私たち人間は家に引き
こもりがちですが、この絵本に出て
くるカエルはうきうきとピクニック
にでかけます。カエルの楽しそうな
表情を見ていると、雨の日が待ち遠
しくなるかも!?

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

市立図書館

▲音訳ボランティア「サー
　クル声」・柳原秀子さん

小学校、公民館、農協などを巡回しま
す。日程は図書館へ問い合わせるか、
図書館ホームページをご覧ください。

■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（祝日を除く水・木曜日は午後7時まで）
　7月の休館日：毎週月曜日、28日（金）
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（祝日を除く木曜日は午後7時まで）
　7月の休館日：毎週月曜日、28日（金）
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（祝日を除く金曜日は午後7時まで）
　7月の休館日：毎週月曜日、27日（木）

対　象：乳幼児と保護者
中　央：7月   7日・14日（金）午前10時30分～11時
大　東：7月   7日・14日（金）午前10時30分～11時
大須賀：7月 21日・28日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷った
とき、まずはお電話を。保健師や看護師が相談に応じます。

「あなたはなぜ生きるのですか?」
「美とはなんですか?」「時間とは
なんですか?」…。ソクラテス、
ダ・ヴィンチ、アインシュタインな
どが投げかけた15の「もんだい」
を、肖像画とともに考える本です。

各医療機関の診療案内は平成28年7月号折り込みの「保存版」
（右二次元コード）または市ホームページ「救急医療」で検索

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ2階（入口別）
（ところ：杉谷南1-1-30、☎61-1299・FAX61-1400）

受診前に
連絡を!

※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）

診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

片方から読むと地面の下、もう一方
から読むと水中の世界を楽しく知る
ことができる本です。動物など自然
のものから地下鉄など人工物まであ
らゆるものを、地面の中からのぞき
見してみては?

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は、入院や手術の必要な重症患者を中心に行っています。

★折り紙教室「七夕飾りをつくろう」　大東
　とき：6月22日（木）午後1時30分～3時30分
　※6月6日（火）から電話、来館で申し込み
■「ジモトノシゴト展」　中央
　地元の建築士が設計した住宅や施設などの
　建築パネル展
　共催：公益社団法人静岡県建築士会
　期間：7月5日（水）～23日（日）
　※住宅相談・耐震相談  7月9・16・23日（日）午後1時～3時
■震災展  ～想定外の津波が襲った東日本大震災から学ぶ～　大須賀
　期間：7月9日（日）～29日（土）
★図書館の中の保健室　大須賀
　とき：7月18日（火）午前9時30分～11時30分

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育保健センターへお越しください。

　6月4日～10日は歯と口の健康週間です。
「かむ」行為は、歯の病気を予防し、歯の病
気が原因で起こる体の病気も防ぎます。ま
た、脳への血流が増えるので、満腹中枢が活
性化して肥満を防ぐほか、ストレス減少効果
もあります。歯周病や虫歯で大切な歯を失わ
ないため、毎日のお手入れを心がけましょう。
ポイント①毎日の歯みがきが大切!
特に、就寝前の歯磨きをていねいに行うことで、寝ている間
の歯周病菌の繁殖を防ぎます。
ポイント②禁煙する!
たばこは血管を収縮させて歯ぐきの血流を悪くするほか、殺
菌・洗浄作業を持つ唾液の分泌量も減少させます。受動喫煙
にも注意!
ポイント③歯磨きの指導を定期的に受ける!
自分で行う歯磨きには「癖」があるもの。定期的に歯科医院
を受診し、磨き残しをチェックしてもらい、歯周病や虫歯を
予防しましょう。

　勝又嗣彦著『遠州の侠花　花
彦一代記』をお薦めします。江
戸末期の掛川が舞台。結縁寺に
住む著者が祖母から伝え聞いた
話を基に書かれた本です。今も
残る地名や「森の石松」も登場
し恋あり涙あり。当時の武家や
庶民の生活に思いをはせること
ができます。パソコンで聴け
る音声版もあります。

7月の子育て・健康案内

大東

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児健康診査
13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 7 金 平成28年12月   1日 ～15日出生児

 19 水 平成28年12月 16日 ～31日出生児

 11 火 平成27年12月   1日 ～15日出生児

 21 金 平成27年12月 16日 ～31日出生児

 20 木 平成27年11～12月出生児

 7 金 平成27年  4月   1日 ～15日出生児

 19 水 平成27年  4月 16日～30日出生児

 10 月 平成26年  6月   1日 ～15日出生児

 14 金 平成26年  6月 16日～30日出生児

 12 水 平成26年  5～6月出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

中央
図書館

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 4 火 平成29年  5月出生児

 26 水 生後4～8か月児の親（予約制）

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

パパママセミナー（絵本・栄養編）
9：00～9：30  6 木 妊婦（予約制）※夫婦での参加も可
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市教育委員会 （青少年補導センター ☎21-1189）
市教育センター（大東支所4階） （☎72-1345）
市役所1階家庭児童相談室 （☎21-1190）
大東支所1階相談室、大須賀支所1階相談室 
市役所4階会議室 （産業労働政策課 ☎21-1125）
市役所3階産業労働政策課 （消費生活センター ☎21-1149）

市役所1階危機管理課 （☎21-1131）
 
市役所3階生涯学習協働推進課 （協働センター ☎21-1129）
市役所1階福祉課 （☎21-1140）
社会福祉協議会本所 （☎22-1294）
ボランティアセンター（あいり～な2階　 24-6263）、各ふくしあ内社協

相　談　名

掛川市役所 大東支所 大須賀支所

 ところ・問い合わせ先

月  　9：30～16：00
平日  8：30～17：00

平日  9：00～16：00

平日  8：30～17：15
平日  8：30～17：15
平日  9：00～17：00
平日  9：00～17：00

※相談日が休日と重なる場合、相談はお休みします。 内職相談は直後の休日を除く日に実施します。 昼休み中の相談は、極力ご遠慮ください。

人権身の上相談
13：00～16：00 

子育て・療育相談
（予約制）

司法書士無料相談会
（予約制）

心 配 ごと 相 談
13：00～16：00

弁護士会無料法律
相 談（ 予 約 制 ）
※市内居住者に限る
6/23（金）～予約受付

大須賀建築士すまいの
研究会住宅無料相談

7/7・21、8/4・18、
9/1・15（金）
4階会議室 

7/14、9/8（金）
3階ミーティングルーム

7/28、8/25、9/22（金）
1階多目的ホール

7/12、8/9、9/13（水）
13：30～15：30
4階会議室

7/14、8/18、9/8（金）
13：30～15：30
4階403会議室

7/28、8/25、9/22（金）
13：30～15：30
1階相談室

7/2・9・16、8/6・13・20、9/3・10・17（日）
13：00～16：00（受付15：30まで）
7/25（火）、8/28（月）、9/22（金）  
9：00～12：00
7/16、8/20、9/17（日）
10：00～12：00
7/19、8/16、9/20（水） 
15：00～17：00

平日  9：00～16：00

平日  8：30～16：30

徳育保健センター

清水邸本宅（清水邸庭園東側）

市役所4階会議室

問い合わせ先

問い合わせ先

と　こ　ろと　　　き

相談名 ところ

青 少 年 相 談
教 育 相 談
家 庭 児 童 相 談
（大東・大須賀支所は予約制）
内 職 相 談
消 費 生 活 相 談
交通事故相談（予約制）
高齢者安全運転相談（予約制）
N P O 法 人 設 立 相 談
犯罪被害者相談（予約制）
福祉相談・介護者相談
ボ ラ ン テ ィ ア 相 談

相　　談　　名 と　き

ところ・問い合わせ先

平日  8：30～17：15ふくしあ「医療・保健・福祉・介護」
総 合 相 談

相　　談　　名 と　き

こころの健康相談
（予約制）

7/4・11・18・25、8/1・8・15・22・29、
9/5・12・19・26（火）
電話10：00～12：00 面接13：00～16：00

女 性 相 談

結婚相談（登録制）
※第2日曜日は女性のみ

行 政 相 談
市役所4階会議室4

大須賀支所1階多目的ホール

7/14（金）、8/10（木）、9/8（金） 13：00～16：00

7/28、8/25、9/22（金） 13：00～16：00

市役所会議室または相談室7/5、8/2、9/6（水） 13：20～16：20

面接相談（予約制）市役所

7・8・9月  相談の窓口

各ふくしあ（東部　 61-2900、中部　 28-9713、西部　 29-5977、
大東　 72-1116、大須賀　 48-1007）

福祉課 
（   21-1140）

社会福祉協議会 
（   22-1294）

7/28、8/25、9/22（金）
1階多目的ホール
大須賀ふくしあ（　48-5531）

7/14、9/8（金）
1階相談室
大東ふくしあ（　72-1135）

7/7・21、8/4・18、
9/1・15・29（金）
あいり～な東館1階
開催当日は（   23-3036）

シティプロモーション課 
（   21-1123）

福祉課 
（   21-1139）

生涯学習
協働推進課 
（   21-1129）

電話相談
女性相談室直通（   21-1119）

あいり～な東館1階
開催当日は（　23-3036）

社会福祉協議会 
（   22-1294）
社会福祉協議会 
（   22-1309）
大須賀支所 地域支援係
（   48-1000）

I T サ ポート相談
（予約優先）

7/26、8/23、9/27（水）
13：30～16：00 中央図書館展示スペース IT政策課

（   21-1341）

福祉課 
（   21-1140）

ふくしあ健康相談（7月）

●東部ふくしあ（☎61-2900）
　7/19（水） 9：30～11：30
　中央図書館
　7/5（水） 10：00～11：40

●中部ふくしあ（☎28-9713）
　7/12（水） 9：30～11：30

●西部ふくしあ（☎29-5977）
　7/4（火）   9：30～11：30

●大東ふくしあ（☎72-1116）
　7/5（水）   9：30～11：30

●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　7/6（木）   9：30～11：30

今
月
の
け
っ
ト
ラ
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問
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行
委
員
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1
1
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吉岡彌生記念館（☎74-5566・FAX74-4841）
入館料／ 高校生以上200円（160円）中学生以下無料  ※（　）内は団体料金 
※子育て優待カードで入館料割引き
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）

●【常設展】
　「吉岡彌生が生きた風景～そこから見える日常」
　吉岡彌生の日常を知るための材料
として、当時の建物に関する資料や
愛用品などを中心に紹介します。学
校、病院、自宅など場所によって多様
に変化する日常を想像しながら、彼
女が生きた
風景をご覧
ください。

●【健康セミナー】6/24（土）13：30～15：00
　「体内リズムについて」 
　私たちの体内は1日より少し長い約25時
間の周期で動いています。しかし、通常は実
際の時計とのずれを調節する特殊機能があ
るため、ずれによって体調を壊すことはあり
ません。体内リズムについてお話しします。
講師 東京女子医科大学医学部
  教授　渡辺尚彦さん
ところ　東京女子医科大学看護学部大東キャンパス（下土方）
対象 一般100人　受講料300円
※吉岡彌生記念館へ電話・FAX（講座名・氏名・
住所・電話番号を明記）で申し込み（申込順）

毎年6月に前年中の所得を基に計算された「住民税
額」を通知しています　　　　 問市税課（☎21-1136）

■ 税額通知が届かない方は連絡を
前年中の所得の額が非課税基準の額（＊）を超えて

いるにも関わらず税額通知が届かない方は、市税課へ
ご連絡ください。
＊非課税基準の額：28万円以下（ただし次の方はそ
　れぞれの額以下）
　・控除対象配偶者および扶養親族のある方
　　控除対象配偶者のある方：
　　　　　　（扶養親族数+2）×28万円+16万8千円
　　控除対象配偶者のない方：
　　　　　　（扶養親族数+1）×28万円+16万8千円
　・障がい者、未成年者、寡婦や寡夫の方：125万円

■お勤め（給与収入）の方は確認を
【自宅へ納税通知書（納付書または口座振替通知書）
が郵送された方】
毎月、お勤めによる給与収入のある方の住民税は、

6月から、毎月の給与の支給時に引き去る「特別徴
収」により、事業主から納付いただくことになってい
ます。
郵送で住民税の納税通知書が届いた方は、給与から

特別徴収されません。至急事業主にお申し出ください。

不明な点は、届いた通知書をご用意の上、市税課へお問い合
わせください。

個人住民税（市民税・県民税）
税額通知をお送りします

6月は土砂災害防止月間

土砂災害防災訓練
～普段の備えが、命を守る～
6/18（日）午前8時30分～10時30分

問危機管理課（☎21-1131）

市税の納付は確実・便利な口座振替をご利用ください。

災害から命を守る行動を確認するため、
積極的に参加しましょう。

■市内全域の土砂災害危険区域内の住民
※「掛川市防災ガイドブック」や市ホーム
ページ、県地理情報システム「GIS」で危険
箇所が確認できます。

　
■各家庭で作成した避難計画を実践し、避
難経路や避難時間などを確認しましょう。

■市内全域へ同報無線で情報発信
・午前  8時30分 避難準備開始の発令
・午前  9時 避難勧告の発令
・午前10時30分 避難勧告解除・訓練終了

■「掛川市メールマガジン」に新機能が追
加。土砂災害警戒情報や大雨
警報など、気象庁から発表さ
れる災害に備える情報をリア
ルタイムで受信できます。ぜ
ひ登録してください。

～みんなで防ごう土砂災害～

対　象

訓 練 内 容

気象庁の警報などをメール受信

※記念館入口
　6月はあじさいが
　きれいです。
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市教育委員会 （青少年補導センター ☎21-1189）
市教育センター（大東支所4階） （☎72-1345）
市役所1階家庭児童相談室 （☎21-1190）
大東支所1階相談室、大須賀支所1階相談室 
市役所4階会議室 （産業労働政策課 ☎21-1125）
市役所3階産業労働政策課 （消費生活センター ☎21-1149）

市役所1階危機管理課 （☎21-1131）
 
市役所3階生涯学習協働推進課 （協働センター ☎21-1129）
市役所1階福祉課 （☎21-1140）
社会福祉協議会本所 （☎22-1294）
ボランティアセンター（あいり～な2階　 24-6263）、各ふくしあ内社協

相　談　名

掛川市役所 大東支所 大須賀支所

 ところ・問い合わせ先

月  　9：30～16：00
平日  8：30～17：00

平日  9：00～16：00

平日  8：30～17：15
平日  8：30～17：15
平日  9：00～17：00
平日  9：00～17：00

※相談日が休日と重なる場合、相談はお休みします。 内職相談は直後の休日を除く日に実施します。 昼休み中の相談は、極力ご遠慮ください。

人権身の上相談
13：00～16：00 

子育て・療育相談
（予約制）

司法書士無料相談会
（予約制）

心 配 ごと 相 談
13：00～16：00

弁護士会無料法律
相 談（ 予 約 制 ）
※市内居住者に限る
6/23（金）～予約受付

大須賀建築士すまいの
研究会住宅無料相談

7/7・21、8/4・18、
9/1・15（金）
4階会議室 

7/14、9/8（金）
3階ミーティングルーム

7/28、8/25、9/22（金）
1階多目的ホール

7/12、8/9、9/13（水）
13：30～15：30
4階会議室

7/14、8/18、9/8（金）
13：30～15：30
4階403会議室

7/28、8/25、9/22（金）
13：30～15：30
1階相談室

7/2・9・16、8/6・13・20、9/3・10・17（日）
13：00～16：00（受付15：30まで）
7/25（火）、8/28（月）、9/22（金）  
9：00～12：00
7/16、8/20、9/17（日）
10：00～12：00
7/19、8/16、9/20（水） 
15：00～17：00

平日  9：00～16：00

平日  8：30～16：30

徳育保健センター

清水邸本宅（清水邸庭園東側）

市役所4階会議室

問い合わせ先

問い合わせ先

と　こ　ろと　　　き

相談名 ところ

青 少 年 相 談
教 育 相 談
家 庭 児 童 相 談
（大東・大須賀支所は予約制）
内 職 相 談
消 費 生 活 相 談
交通事故相談（予約制）
高齢者安全運転相談（予約制）
N P O 法 人 設 立 相 談
犯罪被害者相談（予約制）
福祉相談・介護者相談
ボ ラ ン テ ィ ア 相 談

相　　談　　名 と　き

ところ・問い合わせ先

平日  8：30～17：15ふくしあ「医療・保健・福祉・介護」
総 合 相 談

相　　談　　名 と　き

こころの健康相談
（予約制）

7/4・11・18・25、8/1・8・15・22・29、
9/5・12・19・26（火）
電話10：00～12：00 面接13：00～16：00

女 性 相 談

結婚相談（登録制）
※第2日曜日は女性のみ

行 政 相 談
市役所4階会議室4

大須賀支所1階多目的ホール

7/14（金）、8/10（木）、9/8（金） 13：00～16：00

7/28、8/25、9/22（金） 13：00～16：00

市役所会議室または相談室7/5、8/2、9/6（水） 13：20～16：20

面接相談（予約制）市役所

7・8・9月  相談の窓口

各ふくしあ（東部　 61-2900、中部　 28-9713、西部　 29-5977、
大東　 72-1116、大須賀　 48-1007）

福祉課 
（   21-1140）

社会福祉協議会 
（   22-1294）

7/28、8/25、9/22（金）
1階多目的ホール
大須賀ふくしあ（　48-5531）

7/14、9/8（金）
1階相談室
大東ふくしあ（　72-1135）

7/7・21、8/4・18、
9/1・15・29（金）
あいり～な東館1階
開催当日は（   23-3036）

シティプロモーション課 
（   21-1123）

福祉課 
（   21-1139）

生涯学習
協働推進課 
（   21-1129）

電話相談
女性相談室直通（   21-1119）

あいり～な東館1階
開催当日は（　23-3036）

社会福祉協議会 
（   22-1294）
社会福祉協議会 
（   22-1309）
大須賀支所 地域支援係
（   48-1000）

I T サ ポート相談
（予約優先）

7/26、8/23、9/27（水）
13：30～16：00 中央図書館展示スペース IT政策課

（   21-1341）

福祉課 
（   21-1140）

ふくしあ健康相談（7月）

●東部ふくしあ（☎61-2900）
　7/19（水） 9：30～11：30
　中央図書館
　7/5（水） 10：00～11：40

●中部ふくしあ（☎28-9713）
　7/12（水） 9：30～11：30

●西部ふくしあ（☎29-5977）
　7/4（火）   9：30～11：30

●大東ふくしあ（☎72-1116）
　7/5（水）   9：30～11：30

●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　7/6（木）   9：30～11：30

今
月
の
け
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吉岡彌生記念館（☎74-5566・FAX74-4841）
入館料／ 高校生以上200円（160円）中学生以下無料  ※（　）内は団体料金 
※子育て優待カードで入館料割引き
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）

●【常設展】
　「吉岡彌生が生きた風景～そこから見える日常」
　吉岡彌生の日常を知るための材料
として、当時の建物に関する資料や
愛用品などを中心に紹介します。学
校、病院、自宅など場所によって多様
に変化する日常を想像しながら、彼
女が生きた
風景をご覧
ください。

●【健康セミナー】6/24（土）13：30～15：00
　「体内リズムについて」 
　私たちの体内は1日より少し長い約25時
間の周期で動いています。しかし、通常は実
際の時計とのずれを調節する特殊機能があ
るため、ずれによって体調を壊すことはあり
ません。体内リズムについてお話しします。
講師 東京女子医科大学医学部
  教授　渡辺尚彦さん
ところ　東京女子医科大学看護学部大東キャンパス（下土方）
対象 一般100人　受講料300円
※吉岡彌生記念館へ電話・FAX（講座名・氏名・
住所・電話番号を明記）で申し込み（申込順）

毎年6月に前年中の所得を基に計算された「住民税
額」を通知しています　　　　 問市税課（☎21-1136）

■ 税額通知が届かない方は連絡を
前年中の所得の額が非課税基準の額（＊）を超えて

いるにも関わらず税額通知が届かない方は、市税課へ
ご連絡ください。
＊非課税基準の額：28万円以下（ただし次の方はそ
　れぞれの額以下）
　・控除対象配偶者および扶養親族のある方
　　控除対象配偶者のある方：
　　　　　　（扶養親族数+2）×28万円+16万8千円
　　控除対象配偶者のない方：
　　　　　　（扶養親族数+1）×28万円+16万8千円
　・障がい者、未成年者、寡婦や寡夫の方：125万円

■お勤め（給与収入）の方は確認を
【自宅へ納税通知書（納付書または口座振替通知書）
が郵送された方】
毎月、お勤めによる給与収入のある方の住民税は、

6月から、毎月の給与の支給時に引き去る「特別徴
収」により、事業主から納付いただくことになってい
ます。
郵送で住民税の納税通知書が届いた方は、給与から

特別徴収されません。至急事業主にお申し出ください。

不明な点は、届いた通知書をご用意の上、市税課へお問い合
わせください。

個人住民税（市民税・県民税）
税額通知をお送りします

6月は土砂災害防止月間

土砂災害防災訓練
～普段の備えが、命を守る～
6/18（日）午前8時30分～10時30分

問危機管理課（☎21-1131）

市税の納付は確実・便利な口座振替をご利用ください。

災害から命を守る行動を確認するため、
積極的に参加しましょう。

■市内全域の土砂災害危険区域内の住民
※「掛川市防災ガイドブック」や市ホーム
ページ、県地理情報システム「GIS」で危険
箇所が確認できます。

　
■各家庭で作成した避難計画を実践し、避
難経路や避難時間などを確認しましょう。

■市内全域へ同報無線で情報発信
・午前  8時30分 避難準備開始の発令
・午前  9時 避難勧告の発令
・午前10時30分 避難勧告解除・訓練終了

■「掛川市メールマガジン」に新機能が追
加。土砂災害警戒情報や大雨
警報など、気象庁から発表さ
れる災害に備える情報をリア
ルタイムで受信できます。ぜ
ひ登録してください。

～みんなで防ごう土砂災害～

対　象

訓 練 内 容

気象庁の警報などをメール受信

※記念館入口
　6月はあじさいが
　きれいです。
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6/13（火）
13：30～16：30（受付13：00～）
掛川グランドホテル（亀の甲）

6/14（水）～18（日）
9：00～17：00（14（水）・
15（木）は19：00まで）
中央図書館（掛川）

6～11月の第3木曜日
10：00～11：30
大須賀中央公民館（西大渕）

6/16（金）～30（金）
大須賀中央公民館（西大渕）

6/20（火）13：30～15：30
ハローワーク掛川（金城）

6/21（水）10：30～12：00
竹の丸（掛川）

6/24（土）13：30～15：30
（受付13：00～）
大須賀図書館（西大渕）

6/24（土）13：00～16：00
クリエート浜松（浜松市中区）

6/26（月）12：30～13：00
掛川市役所1階ロビー

6/27（火）13：30～15：00
大須賀中央公民館（西大渕）

5～12月　毎月第2・4火曜日
10：00～12：00、13：00～15：00
掛川商工会議所（掛川）
7/2（日）・22（土）
9：30～16：30
中央図書館（掛川）

7/5（水）9：00～13：00
大須賀中央公民館（西大渕）

7/5（水）13：00～15：30
生涯学習センター（御所原）

7月～H30.1月の水曜日
9：30～11：30
生涯学習センター（御所原）ほか
7～9月
金曜日13：30～15：30
たまり～な（満水）

①7/22（土）9：50～16：00
　静岡労政会館ホール6階
　（静岡市葵区）
②8/27（日）9：00～
　中遠総合庁舎（磐田市）

7/29、8/5・8月中旬、9/9・
23の土曜日10：00～16：00
県総合社会福祉会館
（静岡市葵区）など

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料
新規学卒を採用予
定の事業主または
担当者、高校の就
職指導担当教諭など

どなたでも
入場無料

どなたでも
10人程度
受講無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
10人
1,300円（材料費含む）

どなたでも
30人
受講無料

どなたでも
入場無料

看護職資格取得を
考えている学生・社
会人500人程度
参加無料

採用試験の受験
を考えている方
参加無料

どなたでも
30人程度
200円

市内在住または市内
在勤（在学）の方4人
相談無料
一般24人
1,400円
（材料費含む）

どなたでも
相談無料

市民（初めて
の方）30人
3,000円（材料費）
12人（初心者歓迎）
16,000円
（材料費含む）
①9,000円（テキ
　スト代、弁当代）
②5,200円
※有害鳥獣捕
獲従事目的の
取得者へは市
補助金あり

県内で60人
程度
受講無料

掛川税務署管内に
在住の方
相談無料

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

就職に関する諸問題や生徒の就職に必要な情報を
交換します。
　6/9（金）までに電話またはFAXで申込

本願寺、山伏塚から見える三大遺訓
持ち物　筆記用具、飲み物
　6/25（日）までに受講料を持って来館で申込（申
込順・月曜休館）

面接相談方式による税に関する相談
　電話で申込（受付：月～金曜日9：30～15：30）

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申込（申込順）
旬の野菜を使って中華料理を作ります。
持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具、飲み物
　6/28（水）までに受講料を持って来館で申込（申込順）
不動産の売買、賃貸借などについて協会役員・弁護
士が相談に応じます。
　直接会場へ
草花などの基礎知識をわかりやすく説明。花の寄せ
植えなどの体験学習・施設見学など
　電話で申込（申込多数のときは抽選）
麻布と革のお出かけバッグを作成します。
　6/7（水）～7/3（月）に来館で申込（申込順・火曜
休館）

地域活動を進めるうえで必要な知識やスキルを学
びます。県内各地から集まる仲間と、楽しくまちづく
りを学んでみませんか。
　7/18（火）までに電話で申込（申込順）

①法令講義、鳥獣の知識と判別、網わなの知識と実
技、模範銃による点検・分解・操作
　6/15（木）までに申込用紙（市農林課で配布）を
小笠猟友会（☎24-4818）へ提出で申込
②免許種類：網猟、第1種銃猟、第2種銃猟
　6/26（月）～7/28（金）に申込用紙（市農林課で
配布）を中遠農林事務所（磐田市）へ提出で申込

吉岡下ノ段遺跡、吉岡大塚古墳の出土遺物、調査写
真を展示します。また、保存処理を行った瓢塚古墳
出土遺物（青銅鏡2面、鉄鏃片、鉄剣片）、各和金塚
古墳の鉄製品（鉄鉾、鉄斧、鉄鏃）も展示します。
　直接会場へ
来日した観光客に、片言の英語で案内ができるよう
にジェスチャーなどを交えて英会話を学びます。
持ち物　筆記用具、飲み物
　6/13（火）までに電話、FAXまたは来館で申込
（申込順・月曜休館）
「こころ」をテーマにした子どもたちの力作を展示
します。
　直接会場へ
各種制度採用に関する説明やイベント情報などを
お知らせします。
　電話で申込

講師は中小企業診断士の山尾秀則さん。創業を考
えている方、創業したばかりの方を対象に、開業の
ための基礎知識やビジネスプランの作り方をわかり
やすくお話しします。
　電話で申込（申込順）

県内看護学校による個別説明・相談や看護の仕事、
学校生活についての相談など
　直接会場へ

演奏者は芹澤優季さん（ピアノ）。お昼のひとときを
心地よいピアノの音色とともに過ごしませんか。
　直接会場へ

和菓子の練り切り作りを体験し、掛川茶のおいしい
いれ方を学びます。
　6/8（木）から電話で申込（申込順）

「フーバ」体験会
　掛川市フーバ協会・大川
（☎090-2342-0856）

親子エコ農業体験教室
　エコロジーライフ研究会・
大都（☎・FAX23-2627）

時ノ寿の森　植樹祭
　時ノ寿の森クラブ事務局
（☎28-0082）

網戸張替え講習会　受講生募集
　シルバー人材センター
（☎22-0088）

第13回出土文化財展
　社会教育課
（☎21-1158）

企業と高校との情報交換会
　　ハローワーク掛川
（☎22-4185・FAX22-9981）

幼児・小中学生書道展
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

第62回お昼のピアノ
ミニコンサート
　文化会館シオーネ
（☎72-1234）

掛川おもてなし
英会話教室（全6回）
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）

自衛隊採用制度説明会
　　自衛隊静岡地方協力本部
（☎0538-43-3717）

第2回和菓子づくりと
掛川茶のいれ方を学ぼう!!
　　竹の丸（☎22-2112）

創業支援セミナー
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

看護学校等進路説明・相談会
　　県ナースセンター
（☎054-202-1761）

「横須賀の歴史」講座
　　大須賀公民館
（☎48-1012）

税の無料相談会
　　東海税理士会
（☎28-8032）
ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）
プロから学ぶ中華料理教室
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

花と緑の学習塾（全5回）
　　維持管理課
（☎21-1154）
洋裁教室（全6回）
　　22世紀の丘公園
（☎24-2722）

平成29年度「コミュニティ
カレッジ」受講者募集
　　県コミュニティづくり
推進協議会
（☎054-251-3585）

平成29年度狩猟免許試験
①予備講習会
　　県猟友会事務局
（☎054-253-6427）
②免許試験
　　県自然保護課
（☎054-221-3332）

不動産無料相談会
　全日本不動産協会県本部
（☎054-285-1208）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

6/25（日）10：00～11：00
城北地域生涯学習センター
（城北）

①6/25（日）②7/8（土）
③7/23（日）13：30～
①③あすなろ（富部）
②第一小学校（掛川）

7/2（日）14：00～16：00
中央図書館（掛川）

毎月第2・4土曜日9：00～10：00
さんりーな東側公園（大池）

7/5・19、8/2・23、9/6・20の
水曜日9：45～10：30
生涯学習センター（御所原）

パパと一緒にリズムにのって楽しく体を動
かしましょう♪
　電話で申込（申込順）

持ち物　運動できる服装、うわぐつ、うち
わ、タオル、飲み物
　直接会場へ

楽器や小道具を使ってさまざまな音楽を赤
ちゃんと一緒に体感しよう。
　6/19（月）から電話で申込（申込順）
青空の下、気功や太極拳でリフレッシュ。初
心者歓迎
　電話で申込

クラシック音楽入門、ピアノの名曲を聴きます。
　直接会場へ

1～3歳児の
親子15組
1,000円

どなたでも
受講無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
参加料500円/回

月齢3か月～1歳
3か月の親子15組
4,200円（6回分）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

①6/7（水）②7/5（水）③8/9（水）
19：30～21：30
①③第一小学校体育館（掛川）
②さんりーな（大池）

6/11（日）13：00～16：00
掛川城御殿（掛川）

6～12月の間（10回程度）
第1回6/17（土）
生涯学習センター（御所原）

6/19（月）9：00～12：00
シルバー人材センター（掛川）

6/25（日）10：15～12：00
（受付9：15～）
時ノ寿の森（倉真）

遠州地域で中高年層に今、人気のスポーツ。
柔らかいボールの4人制バレーボールです。
持ち物　運動ができる服装、室内履きシュー
ズ、飲み物
　直接会場へ

掛川・浜松・静岡の3社中が10曲演奏します。
　直接会場へ

さつまいも、大根などの野菜作りや茶摘み、
お茶会、酪農などの体験、自然観察など
　6/10（土）までに電話またはFAXで申込（申込順）
持ち込める網戸があれば、1人2枚まで教材
用にお持ちください。
　電話で申込（申込順）
100年先に残る森を一緒につくりませんか。
ホームページ（http://tokinosunomori.com）
　直接会場へ

50歳以上の男女
初心者
100円/回
（保険料込み）

どなたでも
参加無料（御殿
入場料必要）
親子10組
4,000円
（保険料別途）
市民
10人
受講無料

どなたでも
参加無料

パパとリトミック
　佐藤（☎090-2436-5672）

盆踊り講習会
　山崎（☎24-3407）

名曲コンサート
　名曲鑑賞サークル・石橋
（☎21-1321）
0歳児のための音楽教室
「マンマ・ミュウ・サローネ」
　大庭（☎090-4853-1388）

健康太極拳の会　会員募集
　板倉（☎23-2317）

6/21（水）9：30～11：30
市役所4階会議室6

ローマ字入力と
マウスの操作が
できる方8人
受講無料

タイピングの基礎とインターネット検索の方法につ
いて学びます。パソコンは市役所で用意します。
　6/16（金）までに電話で申込（申込多数のときは
抽選）

やさしいパソコン講座
　　IT政策課（☎21-1341）

①8/4（金）9：30～12：00
②8/4（金）13：30～16：00
③8/6（日）9：30～12：00
東海アクシス看護専門学校
（袋井市）

平成30年度
入学希望者
（保護者同伴可）
各回定員あり
参加無料

東海アクシス看護専門学校
オープンキャンパス
　　総務課（　0538-43-
8111・FAX0538-43-8122）
http://axis-ns.jp

概要説明、模擬授業（選択制・当日受付順）、施設見
学、個別相談など
　7/1（土）～27（木）に希望日、氏名、居住地（市
名）、電話番号、学校名（学年）、職業、同伴者、人数を
電話またはFAX、学校ホームページで申込（申込順）

ひさごづか

てつ ぞく

てつ ほこ てっ ぷ

邦楽三曲の調べ
　箏曲たちばな会
（☎24-4524）

そう
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6/13（火）
13：30～16：30（受付13：00～）
掛川グランドホテル（亀の甲）

6/14（水）～18（日）
9：00～17：00（14（水）・
15（木）は19：00まで）
中央図書館（掛川）

6～11月の第3木曜日
10：00～11：30
大須賀中央公民館（西大渕）

6/16（金）～30（金）
大須賀中央公民館（西大渕）

6/20（火）13：30～15：30
ハローワーク掛川（金城）

6/21（水）10：30～12：00
竹の丸（掛川）

6/24（土）13：30～15：30
（受付13：00～）
大須賀図書館（西大渕）

6/24（土）13：00～16：00
クリエート浜松（浜松市中区）

6/26（月）12：30～13：00
掛川市役所1階ロビー

6/27（火）13：30～15：00
大須賀中央公民館（西大渕）

5～12月　毎月第2・4火曜日
10：00～12：00、13：00～15：00
掛川商工会議所（掛川）
7/2（日）・22（土）
9：30～16：30
中央図書館（掛川）

7/5（水）9：00～13：00
大須賀中央公民館（西大渕）

7/5（水）13：00～15：30
生涯学習センター（御所原）

7月～H30.1月の水曜日
9：30～11：30
生涯学習センター（御所原）ほか
7～9月
金曜日13：30～15：30
たまり～な（満水）

①7/22（土）9：50～16：00
　静岡労政会館ホール6階
　（静岡市葵区）
②8/27（日）9：00～
　中遠総合庁舎（磐田市）

7/29、8/5・8月中旬、9/9・
23の土曜日10：00～16：00
県総合社会福祉会館
（静岡市葵区）など

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料
新規学卒を採用予
定の事業主または
担当者、高校の就
職指導担当教諭など

どなたでも
入場無料

どなたでも
10人程度
受講無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
10人
1,300円（材料費含む）

どなたでも
30人
受講無料

どなたでも
入場無料

看護職資格取得を
考えている学生・社
会人500人程度
参加無料

採用試験の受験
を考えている方
参加無料

どなたでも
30人程度
200円

市内在住または市内
在勤（在学）の方4人
相談無料
一般24人
1,400円
（材料費含む）

どなたでも
相談無料

市民（初めて
の方）30人
3,000円（材料費）
12人（初心者歓迎）
16,000円
（材料費含む）
①9,000円（テキ
　スト代、弁当代）
②5,200円
※有害鳥獣捕
獲従事目的の
取得者へは市
補助金あり

県内で60人
程度
受講無料

掛川税務署管内に
在住の方
相談無料

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

就職に関する諸問題や生徒の就職に必要な情報を
交換します。
　6/9（金）までに電話またはFAXで申込

本願寺、山伏塚から見える三大遺訓
持ち物　筆記用具、飲み物
　6/25（日）までに受講料を持って来館で申込（申
込順・月曜休館）

面接相談方式による税に関する相談
　電話で申込（受付：月～金曜日9：30～15：30）

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申込（申込順）
旬の野菜を使って中華料理を作ります。
持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具、飲み物
　6/28（水）までに受講料を持って来館で申込（申込順）
不動産の売買、賃貸借などについて協会役員・弁護
士が相談に応じます。
　直接会場へ
草花などの基礎知識をわかりやすく説明。花の寄せ
植えなどの体験学習・施設見学など
　電話で申込（申込多数のときは抽選）
麻布と革のお出かけバッグを作成します。
　6/7（水）～7/3（月）に来館で申込（申込順・火曜
休館）

地域活動を進めるうえで必要な知識やスキルを学
びます。県内各地から集まる仲間と、楽しくまちづく
りを学んでみませんか。
　7/18（火）までに電話で申込（申込順）

①法令講義、鳥獣の知識と判別、網わなの知識と実
技、模範銃による点検・分解・操作
　6/15（木）までに申込用紙（市農林課で配布）を
小笠猟友会（☎24-4818）へ提出で申込
②免許種類：網猟、第1種銃猟、第2種銃猟
　6/26（月）～7/28（金）に申込用紙（市農林課で
配布）を中遠農林事務所（磐田市）へ提出で申込

吉岡下ノ段遺跡、吉岡大塚古墳の出土遺物、調査写
真を展示します。また、保存処理を行った瓢塚古墳
出土遺物（青銅鏡2面、鉄鏃片、鉄剣片）、各和金塚
古墳の鉄製品（鉄鉾、鉄斧、鉄鏃）も展示します。
　直接会場へ
来日した観光客に、片言の英語で案内ができるよう
にジェスチャーなどを交えて英会話を学びます。
持ち物　筆記用具、飲み物
　6/13（火）までに電話、FAXまたは来館で申込
（申込順・月曜休館）
「こころ」をテーマにした子どもたちの力作を展示
します。
　直接会場へ
各種制度採用に関する説明やイベント情報などを
お知らせします。
　電話で申込

講師は中小企業診断士の山尾秀則さん。創業を考
えている方、創業したばかりの方を対象に、開業の
ための基礎知識やビジネスプランの作り方をわかり
やすくお話しします。
　電話で申込（申込順）

県内看護学校による個別説明・相談や看護の仕事、
学校生活についての相談など
　直接会場へ

演奏者は芹澤優季さん（ピアノ）。お昼のひとときを
心地よいピアノの音色とともに過ごしませんか。
　直接会場へ

和菓子の練り切り作りを体験し、掛川茶のおいしい
いれ方を学びます。
　6/8（木）から電話で申込（申込順）

「フーバ」体験会
　掛川市フーバ協会・大川
（☎090-2342-0856）

親子エコ農業体験教室
　エコロジーライフ研究会・
大都（☎・FAX23-2627）

時ノ寿の森　植樹祭
　時ノ寿の森クラブ事務局
（☎28-0082）

網戸張替え講習会　受講生募集
　シルバー人材センター
（☎22-0088）

第13回出土文化財展
　社会教育課
（☎21-1158）

企業と高校との情報交換会
　　ハローワーク掛川
（☎22-4185・FAX22-9981）

幼児・小中学生書道展
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

第62回お昼のピアノ
ミニコンサート
　文化会館シオーネ
（☎72-1234）

掛川おもてなし
英会話教室（全6回）
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）

自衛隊採用制度説明会
　　自衛隊静岡地方協力本部
（☎0538-43-3717）

第2回和菓子づくりと
掛川茶のいれ方を学ぼう!!
　　竹の丸（☎22-2112）

創業支援セミナー
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

看護学校等進路説明・相談会
　　県ナースセンター
（☎054-202-1761）

「横須賀の歴史」講座
　　大須賀公民館
（☎48-1012）

税の無料相談会
　　東海税理士会
（☎28-8032）
ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）
プロから学ぶ中華料理教室
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

花と緑の学習塾（全5回）
　　維持管理課
（☎21-1154）
洋裁教室（全6回）
　　22世紀の丘公園
（☎24-2722）

平成29年度「コミュニティ
カレッジ」受講者募集
　　県コミュニティづくり
推進協議会
（☎054-251-3585）

平成29年度狩猟免許試験
①予備講習会
　　県猟友会事務局
（☎054-253-6427）
②免許試験
　　県自然保護課
（☎054-221-3332）

不動産無料相談会
　全日本不動産協会県本部
（☎054-285-1208）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

6/25（日）10：00～11：00
城北地域生涯学習センター
（城北）

①6/25（日）②7/8（土）
③7/23（日）13：30～
①③あすなろ（富部）
②第一小学校（掛川）

7/2（日）14：00～16：00
中央図書館（掛川）

毎月第2・4土曜日9：00～10：00
さんりーな東側公園（大池）

7/5・19、8/2・23、9/6・20の
水曜日9：45～10：30
生涯学習センター（御所原）

パパと一緒にリズムにのって楽しく体を動
かしましょう♪
　電話で申込（申込順）

持ち物　運動できる服装、うわぐつ、うち
わ、タオル、飲み物
　直接会場へ

楽器や小道具を使ってさまざまな音楽を赤
ちゃんと一緒に体感しよう。
　6/19（月）から電話で申込（申込順）
青空の下、気功や太極拳でリフレッシュ。初
心者歓迎
　電話で申込

クラシック音楽入門、ピアノの名曲を聴きます。
　直接会場へ

1～3歳児の
親子15組
1,000円

どなたでも
受講無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
参加料500円/回

月齢3か月～1歳
3か月の親子15組
4,200円（6回分）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

①6/7（水）②7/5（水）③8/9（水）
19：30～21：30
①③第一小学校体育館（掛川）
②さんりーな（大池）

6/11（日）13：00～16：00
掛川城御殿（掛川）

6～12月の間（10回程度）
第1回6/17（土）
生涯学習センター（御所原）

6/19（月）9：00～12：00
シルバー人材センター（掛川）

6/25（日）10：15～12：00
（受付9：15～）
時ノ寿の森（倉真）

遠州地域で中高年層に今、人気のスポーツ。
柔らかいボールの4人制バレーボールです。
持ち物　運動ができる服装、室内履きシュー
ズ、飲み物
　直接会場へ

掛川・浜松・静岡の3社中が10曲演奏します。
　直接会場へ

さつまいも、大根などの野菜作りや茶摘み、
お茶会、酪農などの体験、自然観察など
　6/10（土）までに電話またはFAXで申込（申込順）
持ち込める網戸があれば、1人2枚まで教材
用にお持ちください。
　電話で申込（申込順）
100年先に残る森を一緒につくりませんか。
ホームページ（http://tokinosunomori.com）
　直接会場へ

50歳以上の男女
初心者
100円/回
（保険料込み）

どなたでも
参加無料（御殿
入場料必要）
親子10組
4,000円
（保険料別途）
市民
10人
受講無料

どなたでも
参加無料

パパとリトミック
　佐藤（☎090-2436-5672）

盆踊り講習会
　山崎（☎24-3407）

名曲コンサート
　名曲鑑賞サークル・石橋
（☎21-1321）
0歳児のための音楽教室
「マンマ・ミュウ・サローネ」
　大庭（☎090-4853-1388）

健康太極拳の会　会員募集
　板倉（☎23-2317）

6/21（水）9：30～11：30
市役所4階会議室6

ローマ字入力と
マウスの操作が
できる方8人
受講無料

タイピングの基礎とインターネット検索の方法につ
いて学びます。パソコンは市役所で用意します。
　6/16（金）までに電話で申込（申込多数のときは
抽選）

やさしいパソコン講座
　　IT政策課（☎21-1341）

①8/4（金）9：30～12：00
②8/4（金）13：30～16：00
③8/6（日）9：30～12：00
東海アクシス看護専門学校
（袋井市）

平成30年度
入学希望者
（保護者同伴可）
各回定員あり
参加無料

東海アクシス看護専門学校
オープンキャンパス
　　総務課（　0538-43-
8111・FAX0538-43-8122）
http://axis-ns.jp

概要説明、模擬授業（選択制・当日受付順）、施設見
学、個別相談など
　7/1（土）～27（木）に希望日、氏名、居住地（市
名）、電話番号、学校名（学年）、職業、同伴者、人数を
電話またはFAX、学校ホームページで申込（申込順）

ひさごづか

てつ ぞく

てつ ほこ てっ ぷ

邦楽三曲の調べ
　箏曲たちばな会
（☎24-4524）

そう
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今秋開催の
「かけがわ茶エンナーレ」。
プレイベントとして、現在、
展示中の作品を紹介します。
6月中旬まで展示しています。

　かけがわ茶エンナーレ
　実行委員会事務局（文化振興課）
　（☎21-1126）

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子ども医療費受給者証の更新手続き
10月1日（日）からの受給者証を取得するためには、更新手続きが必要で

す。
対象者　平成14年4月2日～平成29年3月31日生まれで、現在、子ども医療費
受給者証をお持ちの方。転入や出産などで4月1日（土）以降に新規申請を
された方は、更新の手続きは必要ありません。
更新方法　6月10日（土）以降、市から更新申請書を送付します。
更新締切　6月30日（金）までに更新してください。

児童手当の更新手続き
6月以降（10月支給分～）の児童手当を受給するためには更新手続きが必

要です。
対象者　現在、児童手当を受給している方
更新方法　6月10日（土）以降、市から現況届を送付します。
更新締切　6月30日（金）までに提出をお願いします。

児童手当の振り込み
児童手当を受給している方に、2～5月分までの児童手当を振り込みます

（届け出のあった金融機関に入金されます）。

振込日は6月14日（水）ですが、入金の確認は翌日以降に
お願いします。

大規模災害や武力攻撃などの緊急
情報を、国から市民に直接瞬時に伝達
する全国瞬時警報システムで、緊急地
震速報の全国一斉訓練放送を行いま
す。市内全域に同報無線放送が流れ
ますのでご理解をお願いします。
とき  午前10時15分ころ
放送内容  チャイム → 緊急地震速報
　→ チャイム

Jアラート全国一斉訓練放送
7月5日（水）に実施
　 危機管理課（☎21-1131）エコパで開催されるラグビー日本

代表国際テストマッチの前日、早朝に
掛川駅でクリーン作戦（ごみ拾い）を
行います。
きれいなまちで観戦客をおもてな

ししませんか?
とき　6月16日（金）午前6時～7時
　※小雨決行
ところ　掛川駅北口

おもてなしクリーン作戦第1弾!
　 環境政策課（☎21-1145）

6～8月は、農薬の使用が増える時
期です。農薬を適正に使用し、被害防
止に努めましょう。
・ラベルをよく確認し、記載事項を守
　りましょう
・有効期限の切れた農薬は、使用し
ないようにしましょう

・手袋、マスク、防除衣などの保護具
　を必ず着用しましょう
・農薬が周囲に飛散しないよう、風向
　きに十分注意しましょう

電気自動車の充電スタンドを利用できます

菊川・牛淵川・丹野川・下小笠川で春
刈りの除草により発生する大量の刈草
を、畑などの敷き草やたい肥に活用し
ていただける方に無料で提供します。
時期　7月ころまで（秋刈りも予定）
※詳しくは、お問い合わせください。

「刈草」を活用しませんか
　 国土交通省浜松河川国道事務所

平田出張所（☎73-2051）

今年も6月上旬～7月中旬まで、掛
川城近くの逆川堤防（瓦橋から奥姫
橋まで）の両岸約600メートルに、
33,000球40品種のユリが咲き誇ります。
ぜひ、川辺のユリ街道にお越しくだ

さい。

花いっぱい・緑いっぱいのまちづくり
逆川のユリが開花します
　 維持管理課（☎21-1154）

市役所南側駐車場
　管財課（☎21-1132）

フリーダイヤル☎0120-007-110
期間　6月26日（月）～7月2日（日）
時間　午前8時30分～午後7時まで
　（土日は午前10時～午後5時まで）
内容　「いじめ」や体罰、虐待などで
お困りの方や家族からの相談を受
け付けています。

利用可能時間　午前9時～午後4時
　　　　　　　（土・日曜日、祝祭日、12月29日～1月3日を除く）
充電時間　1回60分（1台につき、1日1回）
　※タイマーをセットしますので60分以上の充電はできません。
利用料金　無料
利用方法　①利用希望の方は、庁舎南玄関外のインター
 　ホンで係員を呼んでください。
　　　　　②受付簿に氏名、目的、連絡先を記入してください。
　　　　　③係員が現場に行き、パスワードを入力します。
　　　　　④利用する方が充電操作をしてください。

大手門駐車場
　中心市街地活性化推進室（☎24-1162）
利用可能時間　24時間
充電時間　駐車時間内（変更の可能性あり）
利用料金　無料　※駐車料金がかかります。
利用方法　①利用希望の方は、管理人室の係員を呼んでください。
　　　　　②受付簿に氏名、目的、駐車時間を記入してください。
　　　　　③係員が現場に行き、パスワードを入力します。
　　　　　④利用する方が充電操作をしてください。

「子どもの人権110番」強化週間
～ひとりで悩まず、電話してください～
　静岡地方法務局人権擁護課

（☎054-254-3555）

労働保険の概算・確定保険料および
石綿健康被害救済法の一般拠出金の
申告・納付は6月1日（木）～7月10日
（月）までです。最寄りの金融機関ま
たは静岡労働局、労働基準監督署へ
申告書を添えて納付してください。
電子申請で申告・納付もできます。
～納付は口座振替が便利です～

頭部のけがや病気の後、社会参加
の場面で困っている方やその家族が
対象です。
とき　偶数月の第4月曜日
　午後1時10分～5時
ところ　県中遠総合庁舎（磐田市）
※無料、完全予約制

ひとりで悩まずに、専門の相談員に
ご相談ください。秘密は厳守します。
とき　原則毎月第1水曜日
　午後1時～4時
ところ　県精神保健福祉センター
 （静岡市駿河区）
※まずはお電話をください。

自死遺族相談のお知らせ
　　 県精神保健福祉センター

（☎054-286-9245）

高次脳機能障害医療等総合相談会
　　 県西部健康福祉センター
（☎0538-37-2252）　

農薬危害防止運動 6/1～8/31
　　 農林課（☎21-1147）

労働保険加入事業主の方
申告・納付はお早めに

　　 静岡労働局（☎054-254-6316）

平成28年度
公文書などの開示状況
　 行政課（☎21-1133）

 市長 6 5 1 0

実施
機関 全部

開示
部分
開示 不開示

件数
内訳

 市長 65 23 42 0
 教育委員会 12 12 0 0
 水道事業管理者 5 4 1 0
 消防長 2 1 1 0
 市議会 0 0 0 0
 合計 84 40 44 0

実施
機関 全部

開示
部分
開示 不開示

件数
内訳

個人情報の開示

公文書の開示

（件）

（件）

手続きを忘れないで！　子ども医療費受給者証・児童手当
　 こども希望課（☎21‐1144）

※高校卒業前（18歳になった後の最
初の3月31日まで）の子どものう
ち、年長者から第1子と数えます。

0歳～3歳未満 15,000円
3歳～小学校修了前
（第1子、第2子） 10,000円

3歳～小学校修了前
（第3子以降） 15,000円

中学生 10,000円
所得制限額以上 5,000円

支給額（月額）

　 

作家名：現代美術作家　船井美佐さん
作品名：COMET－大地をひらく、星をみあげる－
ところ：彗星発見の丘（五明）

作家名：ステンレス彫刻家  中嶋大道さん　
作品名：トノサマバッタ
ところ：茶文字ビューポイント③（東山）

かけがわ茶エンナーレ 検索

作品名：○独角仙　○GET  UP  JAPAN
ところ：掛川花鳥園内（南西郷）※要入園料

左 右
さいかちむし

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替の方は口座
残高をご確認ください。
～納税は口座振替が便利です～

市県民税第1期の納期限は
7月5日（水）です

　納税課（　21-1206）

日東工業株式会社
寄贈の充電スタンド

6月23日～29日は
「男女共同参画週間」

男女共同参画社会実現に向けて

「男で○、女で○、共同作業で◎」
まる まる にじゅうまる
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今秋開催の
「かけがわ茶エンナーレ」。
プレイベントとして、現在、
展示中の作品を紹介します。
6月中旬まで展示しています。

　かけがわ茶エンナーレ
　実行委員会事務局（文化振興課）
　（☎21-1126）

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子ども医療費受給者証の更新手続き
10月1日（日）からの受給者証を取得するためには、更新手続きが必要で

す。
対象者　平成14年4月2日～平成29年3月31日生まれで、現在、子ども医療費
受給者証をお持ちの方。転入や出産などで4月1日（土）以降に新規申請を
された方は、更新の手続きは必要ありません。
更新方法　6月10日（土）以降、市から更新申請書を送付します。
更新締切　6月30日（金）までに更新してください。

児童手当の更新手続き
6月以降（10月支給分～）の児童手当を受給するためには更新手続きが必

要です。
対象者　現在、児童手当を受給している方
更新方法　6月10日（土）以降、市から現況届を送付します。
更新締切　6月30日（金）までに提出をお願いします。

児童手当の振り込み
児童手当を受給している方に、2～5月分までの児童手当を振り込みます

（届け出のあった金融機関に入金されます）。

振込日は6月14日（水）ですが、入金の確認は翌日以降に
お願いします。

大規模災害や武力攻撃などの緊急
情報を、国から市民に直接瞬時に伝達
する全国瞬時警報システムで、緊急地
震速報の全国一斉訓練放送を行いま
す。市内全域に同報無線放送が流れ
ますのでご理解をお願いします。
とき  午前10時15分ころ
放送内容  チャイム → 緊急地震速報
　→ チャイム

Jアラート全国一斉訓練放送
7月5日（水）に実施
　 危機管理課（☎21-1131）エコパで開催されるラグビー日本

代表国際テストマッチの前日、早朝に
掛川駅でクリーン作戦（ごみ拾い）を
行います。
きれいなまちで観戦客をおもてな

ししませんか?
とき　6月16日（金）午前6時～7時
　※小雨決行
ところ　掛川駅北口

おもてなしクリーン作戦第1弾!
　 環境政策課（☎21-1145）

6～8月は、農薬の使用が増える時
期です。農薬を適正に使用し、被害防
止に努めましょう。
・ラベルをよく確認し、記載事項を守
　りましょう
・有効期限の切れた農薬は、使用し
ないようにしましょう

・手袋、マスク、防除衣などの保護具
　を必ず着用しましょう
・農薬が周囲に飛散しないよう、風向
　きに十分注意しましょう

電気自動車の充電スタンドを利用できます

菊川・牛淵川・丹野川・下小笠川で春
刈りの除草により発生する大量の刈草
を、畑などの敷き草やたい肥に活用し
ていただける方に無料で提供します。
時期　7月ころまで（秋刈りも予定）
※詳しくは、お問い合わせください。

「刈草」を活用しませんか
　 国土交通省浜松河川国道事務所

平田出張所（☎73-2051）

今年も6月上旬～7月中旬まで、掛
川城近くの逆川堤防（瓦橋から奥姫
橋まで）の両岸約600メートルに、
33,000球40品種のユリが咲き誇ります。
ぜひ、川辺のユリ街道にお越しくだ

さい。

花いっぱい・緑いっぱいのまちづくり
逆川のユリが開花します
　 維持管理課（☎21-1154）

市役所南側駐車場
　管財課（☎21-1132）

フリーダイヤル☎0120-007-110
期間　6月26日（月）～7月2日（日）
時間　午前8時30分～午後7時まで
　（土日は午前10時～午後5時まで）
内容　「いじめ」や体罰、虐待などで
お困りの方や家族からの相談を受
け付けています。

利用可能時間　午前9時～午後4時
　　　　　　　（土・日曜日、祝祭日、12月29日～1月3日を除く）
充電時間　1回60分（1台につき、1日1回）
　※タイマーをセットしますので60分以上の充電はできません。
利用料金　無料
利用方法　①利用希望の方は、庁舎南玄関外のインター
 　ホンで係員を呼んでください。
　　　　　②受付簿に氏名、目的、連絡先を記入してください。
　　　　　③係員が現場に行き、パスワードを入力します。
　　　　　④利用する方が充電操作をしてください。

大手門駐車場
　中心市街地活性化推進室（☎24-1162）
利用可能時間　24時間
充電時間　駐車時間内（変更の可能性あり）
利用料金　無料　※駐車料金がかかります。
利用方法　①利用希望の方は、管理人室の係員を呼んでください。
　　　　　②受付簿に氏名、目的、駐車時間を記入してください。
　　　　　③係員が現場に行き、パスワードを入力します。
　　　　　④利用する方が充電操作をしてください。

「子どもの人権110番」強化週間
～ひとりで悩まず、電話してください～
　静岡地方法務局人権擁護課

（☎054-254-3555）

労働保険の概算・確定保険料および
石綿健康被害救済法の一般拠出金の
申告・納付は6月1日（木）～7月10日
（月）までです。最寄りの金融機関ま
たは静岡労働局、労働基準監督署へ
申告書を添えて納付してください。
電子申請で申告・納付もできます。
～納付は口座振替が便利です～

頭部のけがや病気の後、社会参加
の場面で困っている方やその家族が
対象です。
とき　偶数月の第4月曜日
　午後1時10分～5時
ところ　県中遠総合庁舎（磐田市）
※無料、完全予約制

ひとりで悩まずに、専門の相談員に
ご相談ください。秘密は厳守します。
とき　原則毎月第1水曜日
　午後1時～4時
ところ　県精神保健福祉センター
 （静岡市駿河区）
※まずはお電話をください。

自死遺族相談のお知らせ
　　 県精神保健福祉センター

（☎054-286-9245）

高次脳機能障害医療等総合相談会
　　 県西部健康福祉センター
（☎0538-37-2252）　

農薬危害防止運動 6/1～8/31
　　 農林課（☎21-1147）

労働保険加入事業主の方
申告・納付はお早めに

　　 静岡労働局（☎054-254-6316）

平成28年度
公文書などの開示状況
　 行政課（☎21-1133）

 市長 6 5 1 0

実施
機関 全部

開示
部分
開示 不開示

件数
内訳

 市長 65 23 42 0
 教育委員会 12 12 0 0
 水道事業管理者 5 4 1 0
 消防長 2 1 1 0
 市議会 0 0 0 0
 合計 84 40 44 0

実施
機関 全部

開示
部分
開示 不開示

件数
内訳

個人情報の開示

公文書の開示

（件）

（件）

手続きを忘れないで！　子ども医療費受給者証・児童手当
　 こども希望課（☎21‐1144）

※高校卒業前（18歳になった後の最
初の3月31日まで）の子どものう
ち、年長者から第1子と数えます。

0歳～3歳未満 15,000円
3歳～小学校修了前
（第1子、第2子） 10,000円

3歳～小学校修了前
（第3子以降） 15,000円

中学生 10,000円
所得制限額以上 5,000円

支給額（月額）

　 

作家名：現代美術作家　船井美佐さん
作品名：COMET－大地をひらく、星をみあげる－
ところ：彗星発見の丘（五明）

作家名：ステンレス彫刻家  中嶋大道さん　
作品名：トノサマバッタ
ところ：茶文字ビューポイント③（東山）

かけがわ茶エンナーレ 検索

作品名：○独角仙　○GET  UP  JAPAN
ところ：掛川花鳥園内（南西郷）※要入園料

左 右
さいかちむし

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替の方は口座
残高をご確認ください。
～納税は口座振替が便利です～

市県民税第1期の納期限は
7月5日（水）です

　納税課（　21-1206）

日東工業株式会社
寄贈の充電スタンド

6月23日～29日は
「男女共同参画週間」

男女共同参画社会実現に向けて

「男で○、女で○、共同作業で◎」
まる まる にじゅうまる
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平成29年5月15日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 269 7,146,180
 法人 378 193,992,662
 団体 234 11,129,973
 合計 881 212,268,815

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
危機管理課（☎21-1131）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

手話を必要とする方が市役所内の
手続きなどで、円滑にコミュニケー
ションができる環境を整えるため、専
任手話通訳者を募集しています。
募集職種　非常勤職員〔手話通訳者
（士）〕1人
応募資格　手話通訳士、または手話
通訳者全国統一試験合格資格保有
者。普通運転免許証必要
勤務条件　市の規程による　
勤務場所　掛川市役所福祉課
就労時間　午前8時30分～午後5時
15分（時間帯は応相談）
業務内容　手話通訳・事務など
※まずは、電話でお問い合わせください。

「かけがわ茶エンナーレ」は、掛川全域を舞台にさまざまな文化・芸術イベントを展開し、掛川の魅力を全国へ情報発
信します。サポートスタッフ、文化・芸術活動、作品の出品など、市民のみなさんの参加を募集します!

サポートスタッフ募集
掛川を訪れるお客様へのおもてな

しをするボランティアスタッフを募集
します。登録した方は、日程や場所な
どを調整させていただきますので、可
能な範囲でご参加ください。
内容　イベントや展示の受付・案内など
条件　16歳以上の方（18歳未満は保
護者の同意が必要）
登録方法　7月31日（月）までに、申込書を文化振興課
へ郵送、FAX、Eメールまたは直接提出

市民文化・芸術活動募集
対象　9月～11月に開催される市民による文化・芸術活
動を募集します。
応募資格　市内に在住・在勤・在学する個人・団体
支援内容　①広報支援
　　　　　②活動費用の支援
　　　　　　（書類審査により上限3万円）
応募方法　6月30日（金）までに、応募用紙を文化振興
課へ郵送または直接提出

※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

掛川市の成人式は、実行委員会が企画・運営を行います。成人式を自分たちの
手で盛り上げたいと思う方、ぜひご応募ください。一生に一度の成人式。実行委
員として、思い出深い成人式にしませんか。
期間　8月～平成30年1月
活動内容　成人式の企画、当日の運営など
応募要件　平成9年4月2日～平成10年4月1日
　生まれで、掛川市成人式に出席を予定している方
応募方法　6月30日（金）までに電話で申し込み
　各会場ごとに時間をずらして開催します。
　掛川区域：生涯学習センター（午前10時30分～正午）
　大東区域：文化会館シオーネ（午後0時30分～2時）
　大須賀区域：大須賀中央公民館（午後1時30分～3時）
※市内に住所のある新成人の方には、案内状を11月下旬に発送します。案内状が
なくても出席できます。

平成30年掛川市成人式　1月7日（日）に開催
成人式実行委員募集　あなたの手で魅力ある成人式を!

　　 社会教育課（☎21-1157）

専任手話通訳者
（非常勤職員）募集
　　  福祉課（☎21-1139）

　

子育てを応援していただける方を
募集しています。健康で子どもが好き
な方。特に資格は問いませんが、下記
の講習を受講していただきます。
とき　6月22日（木）・23日（金）・
　27日（火）・29日（木）、7月3日（月）
※5日間で24時間程度。上記のほか託
児実習を2時間程度受けていただ
きます。

ところ　掛川市役所4階会議室2ほか
応募方法　事前に市役所1階こども希
望課にて会員登録をお願いします。

※詳細はこども希望課ファミリーサ
ポートセンター事務局にお問い合
わせください。

※子育てを応援して欲しい方（依頼会
員）は随時募集しています。

ファミリー・サポート・センター
提供会員募集のお知らせ
　　 こども希望課（☎21-1144）

内容　県下約300か所の社会福祉施
設、社会教育施設でのボランティア
活動体験
期間　8月1日（火）～30日（水）に施
設から示された日程（原則4日以上）
対象　中学生以上でボランティア活
動に関心のある方

※事前研修会・施設オリエンテーショ
ンに参加できること
申込方法　所定の申込用紙に必要事
項を記入の上、郵送（〒420-0856
静岡市葵区駿府町1-70　静岡県総
合社会福祉会館2階）にて申し込み

※詳細はお問い合わせください。

「第36回サマーショート
ボランティア活動計画」参加者募集

　　 静岡県ボランティア協会
（☎054-255-7357）

静岡の平和を守る新しい力を求め
ています。
採用予定時期　平成30年4月
詳細情報発表日　7月7日（金）
受付期間　7月14日（金）～8月1日（火）
採用説明会
とき
　6月16日（金）午後6時～7時30分
　6月25日（日）午前10時～11時30分
　7月 2日（日）午前10時～11時30分
　7月 7日（金）午後6時～7時30分
ところ　掛川警察署

警察官（大卒・高卒程度）募集
　　  掛川警察署（☎22-0110）

　日ごろの文化芸術活動の成果などを発表してみませんか。
応募資格　市内在住・在勤・在学・出身または市内の団体に加入し活動している満
16歳以上で、文芸創作活動を生業としていない方
種目　小説、評論・ノンフィクション、随筆、児童文学、詩、短歌・俳句・川柳
応募点数　1人2種目以内（詩は1人2編以内、短歌・俳句・川柳は1人5首および5
句以内、そのほかの作品は1人1編）
応募方法　9月15日（金）までに、文化振興課へEメール、郵送（〒436-8650長谷
1-1-1）または直接提出で応募
投稿料　無料
注意事項　本人の創作であり、未発表の作品であること。文字数・用紙数は厳守。
　写真や絵などの画像は掲載しません。応募された原稿は返却しません。
審査結果　「文芸かけがわ」第13号の紙上をもってかえさせていただきます。
　（平成30年3月発行予定）
※既刊本を1冊510円で文化振興課にて販売中（第8、9、11号は完売）
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

文芸かけがわ第13号作品募集
～あなたの想いを活字にのせて～

　　 文化振興課（☎21-1126）
culture@city.kakegawa.shizuoka.jp

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）

（有）土屋設備 （☎48-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎72-5030）

6/ 3 （土）
 4 （日）
 10 （土）
 11 （日）
 17 （土）
 18 （日）
 24 （土）
 25 （日）
7/ 1 （土）
 2 （日）

6/ 3 （土）
 4 （日）
 10 （土）
 11 （日）
 17 （土）
 18 （日）
 24 （土）
 25 （日）
7/ 1 （土）
 2 （日）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道部（☎27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 6/3～7/2

掛川市では、60歳を迎えた市民のみなさんの「社会参加」「地域参加」に取り組む
きっかけづくりと交流の場として、60歳の集いを計画しています。実行委員として企画・
運営し、想い出に残る集いにしてみませんか?みなさんのご応募をお待ちしています。
応募できる方　昭和32年4月2日～昭和33年4月1日生まれの方
活動内容　集いの企画・運営など
活動期間　9月～平成30年2月
申込方法　6月30日（金）までに電話で申し込み
開催時期　平成30年2月ころを予定

魅力ある60歳の集いをあなたの手で!“60歳の集い"実行委員募集
　　 社会教育課（☎21-1157）

平成29年成人式で「新成人の
誓い」を述べる実行委員

文芸かけがわ第13号 検索

かけがわ茶エンナーレ 検索 かけがわ市民文化祭 検索

かけがわ茶エンナーレ実行委員会事務局(文化振興課)
（☎21-1126・FAX21-1165／〒436-8650長谷1-1-1）
chaennale@city.kakegawa.shizuoka.jp

10月21日（土）～11月19日（日）開催
「かけがわ茶エンナーレ」

かけがわ市民文化祭2017
（かけがわ茶エンナーレ　市民参加プログラム）
平成29年度掛川市民芸術祭　出品作品募集
毎年開催されている「掛川市民芸術祭」。
今年度は「茶エンナーレ」の市民参加プログラムとし

て開催しますので、たくさんの方のご応募をお待ちして
います。
種目 ①【審査部門】絵画、彫刻・手工芸、写真、書道
 ②【茶エンナーレ部門】お茶に関する作品
 　（審査対象外・展示のみ）
応募資格　①市内に在住・在勤・在学する16歳以上の方
　　　　　②どなたでも
応募方法　7月31日（月）～8月18日（金）に、出品票を
文化振興課へEメール、郵送または直接提出

イベント情報募集
市内の文化・芸術活動を紹介する冊子を作成します。
多くのイベント情報をお待ちしています。
対象　9月～12月に市内で開催される文化・芸術イベント
部門　美術、文学、音楽・ダンス、地域文化祭、生活文化など
応募方法　7月7日（金）までに、記入票を文化振興課へ
郵送、FAX、Eメールまたは直接提出

※紙面の都合により掲載できない場合があります。

「かけがわ茶エンナーレ」
市民参加募集!
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平成29年5月15日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 269 7,146,180
 法人 378 193,992,662
 団体 234 11,129,973
 合計 881 212,268,815

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
危機管理課（☎21-1131）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

手話を必要とする方が市役所内の
手続きなどで、円滑にコミュニケー
ションができる環境を整えるため、専
任手話通訳者を募集しています。
募集職種　非常勤職員〔手話通訳者
（士）〕1人
応募資格　手話通訳士、または手話
通訳者全国統一試験合格資格保有
者。普通運転免許証必要
勤務条件　市の規程による　
勤務場所　掛川市役所福祉課
就労時間　午前8時30分～午後5時
15分（時間帯は応相談）
業務内容　手話通訳・事務など
※まずは、電話でお問い合わせください。

「かけがわ茶エンナーレ」は、掛川全域を舞台にさまざまな文化・芸術イベントを展開し、掛川の魅力を全国へ情報発
信します。サポートスタッフ、文化・芸術活動、作品の出品など、市民のみなさんの参加を募集します!

サポートスタッフ募集
掛川を訪れるお客様へのおもてな

しをするボランティアスタッフを募集
します。登録した方は、日程や場所な
どを調整させていただきますので、可
能な範囲でご参加ください。
内容　イベントや展示の受付・案内など
条件　16歳以上の方（18歳未満は保
護者の同意が必要）
登録方法　7月31日（月）までに、申込書を文化振興課
へ郵送、FAX、Eメールまたは直接提出

市民文化・芸術活動募集
対象　9月～11月に開催される市民による文化・芸術活
動を募集します。
応募資格　市内に在住・在勤・在学する個人・団体
支援内容　①広報支援
　　　　　②活動費用の支援
　　　　　　（書類審査により上限3万円）
応募方法　6月30日（金）までに、応募用紙を文化振興
課へ郵送または直接提出

※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

掛川市の成人式は、実行委員会が企画・運営を行います。成人式を自分たちの
手で盛り上げたいと思う方、ぜひご応募ください。一生に一度の成人式。実行委
員として、思い出深い成人式にしませんか。
期間　8月～平成30年1月
活動内容　成人式の企画、当日の運営など
応募要件　平成9年4月2日～平成10年4月1日
　生まれで、掛川市成人式に出席を予定している方
応募方法　6月30日（金）までに電話で申し込み
　各会場ごとに時間をずらして開催します。
　掛川区域：生涯学習センター（午前10時30分～正午）
　大東区域：文化会館シオーネ（午後0時30分～2時）
　大須賀区域：大須賀中央公民館（午後1時30分～3時）
※市内に住所のある新成人の方には、案内状を11月下旬に発送します。案内状が
なくても出席できます。

平成30年掛川市成人式　1月7日（日）に開催
成人式実行委員募集　あなたの手で魅力ある成人式を!

　　 社会教育課（☎21-1157）

専任手話通訳者
（非常勤職員）募集
　　  福祉課（☎21-1139）

　

子育てを応援していただける方を
募集しています。健康で子どもが好き
な方。特に資格は問いませんが、下記
の講習を受講していただきます。
とき　6月22日（木）・23日（金）・
　27日（火）・29日（木）、7月3日（月）
※5日間で24時間程度。上記のほか託
児実習を2時間程度受けていただ
きます。

ところ　掛川市役所4階会議室2ほか
応募方法　事前に市役所1階こども希
望課にて会員登録をお願いします。

※詳細はこども希望課ファミリーサ
ポートセンター事務局にお問い合
わせください。

※子育てを応援して欲しい方（依頼会
員）は随時募集しています。

ファミリー・サポート・センター
提供会員募集のお知らせ
　　 こども希望課（☎21-1144）

内容　県下約300か所の社会福祉施
設、社会教育施設でのボランティア
活動体験
期間　8月1日（火）～30日（水）に施
設から示された日程（原則4日以上）
対象　中学生以上でボランティア活
動に関心のある方

※事前研修会・施設オリエンテーショ
ンに参加できること
申込方法　所定の申込用紙に必要事
項を記入の上、郵送（〒420-0856
静岡市葵区駿府町1-70　静岡県総
合社会福祉会館2階）にて申し込み

※詳細はお問い合わせください。

「第36回サマーショート
ボランティア活動計画」参加者募集

　　 静岡県ボランティア協会
（☎054-255-7357）

静岡の平和を守る新しい力を求め
ています。
採用予定時期　平成30年4月
詳細情報発表日　7月7日（金）
受付期間　7月14日（金）～8月1日（火）
採用説明会
とき
　6月16日（金）午後6時～7時30分
　6月25日（日）午前10時～11時30分
　7月 2日（日）午前10時～11時30分
　7月 7日（金）午後6時～7時30分
ところ　掛川警察署

警察官（大卒・高卒程度）募集
　　  掛川警察署（☎22-0110）

　日ごろの文化芸術活動の成果などを発表してみませんか。
応募資格　市内在住・在勤・在学・出身または市内の団体に加入し活動している満
16歳以上で、文芸創作活動を生業としていない方
種目　小説、評論・ノンフィクション、随筆、児童文学、詩、短歌・俳句・川柳
応募点数　1人2種目以内（詩は1人2編以内、短歌・俳句・川柳は1人5首および5
句以内、そのほかの作品は1人1編）
応募方法　9月15日（金）までに、文化振興課へEメール、郵送（〒436-8650長谷
1-1-1）または直接提出で応募
投稿料　無料
注意事項　本人の創作であり、未発表の作品であること。文字数・用紙数は厳守。
　写真や絵などの画像は掲載しません。応募された原稿は返却しません。
審査結果　「文芸かけがわ」第13号の紙上をもってかえさせていただきます。
　（平成30年3月発行予定）
※既刊本を1冊510円で文化振興課にて販売中（第8、9、11号は完売）
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

文芸かけがわ第13号作品募集
～あなたの想いを活字にのせて～

　　 文化振興課（☎21-1126）
culture@city.kakegawa.shizuoka.jp

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
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※宅地内の水道修理は有料です。 問水道部（☎27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 6/3～7/2
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きっかけづくりと交流の場として、60歳の集いを計画しています。実行委員として企画・
運営し、想い出に残る集いにしてみませんか?みなさんのご応募をお待ちしています。
応募できる方　昭和32年4月2日～昭和33年4月1日生まれの方
活動内容　集いの企画・運営など
活動期間　9月～平成30年2月
申込方法　6月30日（金）までに電話で申し込み
開催時期　平成30年2月ころを予定

魅力ある60歳の集いをあなたの手で!“60歳の集い"実行委員募集
　　 社会教育課（☎21-1157）

平成29年成人式で「新成人の
誓い」を述べる実行委員
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（☎21-1126・FAX21-1165／〒436-8650長谷1-1-1）
chaennale@city.kakegawa.shizuoka.jp

10月21日（土）～11月19日（日）開催
「かけがわ茶エンナーレ」

かけがわ市民文化祭2017
（かけがわ茶エンナーレ　市民参加プログラム）
平成29年度掛川市民芸術祭　出品作品募集
毎年開催されている「掛川市民芸術祭」。
今年度は「茶エンナーレ」の市民参加プログラムとし

て開催しますので、たくさんの方のご応募をお待ちして
います。
種目 ①【審査部門】絵画、彫刻・手工芸、写真、書道
 ②【茶エンナーレ部門】お茶に関する作品
 　（審査対象外・展示のみ）
応募資格　①市内に在住・在勤・在学する16歳以上の方
　　　　　②どなたでも
応募方法　7月31日（月）～8月18日（金）に、出品票を
文化振興課へEメール、郵送または直接提出

イベント情報募集
市内の文化・芸術活動を紹介する冊子を作成します。
多くのイベント情報をお待ちしています。
対象　9月～12月に市内で開催される文化・芸術イベント
部門　美術、文学、音楽・ダンス、地域文化祭、生活文化など
応募方法　7月7日（金）までに、記入票を文化振興課へ
郵送、FAX、Eメールまたは直接提出

※紙面の都合により掲載できない場合があります。

「かけがわ茶エンナーレ」
市民参加募集!
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広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

5/13

▲協定書を社員らに披露する砂川社長（中央）と松井市長

市は千浜地区に本社のある自動車触媒メー
カー「キャタラー」と、掛川の魅力や企業の情
報を国内外へ発信するシティプロモーションを
軸にした初の包括連携協定を結びました。

市生涯学習センターで開かれた同社創立50
周年記念式典の中で、砂川博明社長と松井市長
が調印。情報発信のほか、災害対策や環境保全
など8項目で連携を深めていきます。

初のCP連携で魅力発信
キャタラーと市が連携協定

4/20

▲「舞錐法」で火おこし体験をする児童ら

元気に育ってね
児童がもみまき体験5/8エコパで勤労体験に汗

中学生が観客席を清掃5/11

▲地域の方から教わりながら苗床にもみをまく児童ら

佐束小学校の5年生31人が、農業生産法人
「佐束ファーム」の敷地で、もみまきを体験し
ました。これは10年以上前から続く恒例行事
で、地元農家らが講師を務めました。

児童は、苗床となる箱に土を入れた後、も
みを手に取り、パラパラと少しずつまいていき
ました。児童からは「元気に育って欲しい」
「早く食べたい」などの感想が聞かれました。

私たち、火おこし名人!
小学生が先人の知恵学ぶ4/26

▲今回の目玉のひとつ、渓流を見
　下ろせる宙に浮いたウッドデッキ

▲観客席を手作業でていねいに拭く生徒たち

平成26年度から閉
鎖中の「明ヶ島キャ
ンプ場」がリニュー
アルし、現地でセレ
モニーと内覧会が行
われました。地権者
や地元関係者ら約50
人が出席。新たな門
出を祝いました。

新しいキャンプ場
は、これまで課題と
なっていた、行きに
くい、携帯電話が圏
外、設備が整ってい
ない、外灯がない、
などの「ないもの尽
くし」を逆手に、静

かな空間でキャンプを楽しむ上級者にねらいを絞
り込んでいます。

管理運営を行う地元の建設会社「山田」が資金
を捻出し、施設を大幅に改修しました。

自然の中で穏やかな時間を
明ヶ島キャンプ場が一新5/12

▲カーネーションを園児にプレゼントする大場さん（左）

「母の日」を前に、花の生産者の大場猛雄
さん（沖之須）が横須賀幼稚園を訪れ、全園児
87人にカーネーションを贈りました。

大場さんは平成14年から毎年、同園にプレ
ゼントしています。「家族のために働いている
お母さんに『ありがとう』とお礼を言いながら
渡して」と、赤やピンク、黄色など5種類の花
束を園児の代表10人に手渡しました。

掛川市の魅力を国内外に広く発信する「輝
くかけがわ応援大使」に、市にゆかりのある著
名人4人を新たに任命しました。

三木さんはプロのスノーボード
アルペン競技者で、小学校6年生
のときに同競技の最年少プロに。
昨年末からのシーズンでは、国内
外15の大会のうち、13大会で優
勝を収めました。
（4月22日任命）

母の日に感謝の言葉を
園児にカーネーション贈る

西中学校1年生225人が、エコパスタジアム
観客席の清掃活動に汗を流しました。

この活動は、総合的な学習の一環で、地域
のためのボランティア活動を通し、社会に貢献
する喜びを学ぼうというものです。

スタジアムの座席数は約45,000席。生徒た
ちは、雑巾を使っていすの汚れを座面から背も
たれまでていねいに拭いていきました。

応援大使、新たに4人任命
かけがわの魅力を国内外でPR

Tsubaki  Miki　

プロアルペンスノーボーダー
三木つばきさん（下垂木）

影山さんは昭和51年、ヒマラ
ヤ・マナスルに挑んだ「日本・イ
ラン合同マナスル遠征隊」の一員
として秋季初登頂に成功した登山
家。シルクロードを自転車で単独
走破した冒険家でもあります。
（4月25日任命）

登山家・冒険家
影山淳さん（五明）

Jun  Kageyama　

山本さんは昨年9月に開催され
たリオ2016パラリンピック陸上男
子で、走り幅跳び（切断など
T42）で銀メダル、400㍍リレー
（切断など）で銅メダルを獲得し
ました。市民栄誉賞受賞。
（4月23日任命）Atsushi  Yamamoto

リオ・パラ五輪メダリスト
山本篤さん（吉岡区出身）

英国の茶関連企業や経営者たち
が茶の専門知識を学ぶ教育機関で
日本茶を担当。市が行った茶の海
外調査で、現地の調整役として協
力をいただきました。今年5月1
日、応援大使と掛川お茶大使に同
時就任しました。

U.K.Tea  Academy日本茶講師
スチュワード麻子さん（英国）

Asako  Steward

城北小学校6年生87人が、県埋蔵文化財セン
ター職員を講師に招き、火おこしや石器で野菜
を切るなどの体験をしました。古来の技術に触
れ、今の便利な生活に感謝しました。

火おこし体験では、ひもの巻きついた棒を
きりのように回転させて、摩擦熱で火種をつく
る「舞錐法」に挑戦。火種が木くずに燃え移る
と、児童からは大きな歓声があがりました。

まい ぎり

シティプロモーション
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広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

5/13
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4/20
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平成26年度から閉
鎖中の「明ヶ島キャ
ンプ場」がリニュー
アルし、現地でセレ
モニーと内覧会が行
われました。地権者
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火おこし体験では、ひもの巻きついた棒を
きりのように回転させて、摩擦熱で火種をつく
る「舞錐法」に挑戦。火種が木くずに燃え移る
と、児童からは大きな歓声があがりました。

まい ぎり

シティプロモーション

25 24



6
・
7
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 6/10（土）・25（日）、7/8（土）・23（日）
 9：00～11：30

住民基本台帳人口 117,737人 （＋52） 58,908人（＋22） 58,829人（＋30） 43,789（＋122）
 日本人 113,915人 （＋45） 57,118人（＋17） 56,797人（＋28） 41,880（＋121）
 外国人 3,822人 （＋  7）   1,790人（＋  5）   2,032人（＋  2）   1,909（＋    1）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

■市の人口（5月1日現在）

姉妹都市　岩手県奥州市
つなげる・つながる　みちのく魅力発信

Oshu

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　6/27（火）、7/25（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　6/20（火）、7/18（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

今
回
の
表
紙
、
タ
イ
ト
ル
が
変
わ
っ

た
こ
と
に
気
付
い
て
い
た
だ
け
ま
し

た
か
?
こ
れ
ま
で
の
や
さ
し
い
雰
囲

気
か
ら
、
ロ
ー
マ
字
を
メ
イ
ン
に
し

た
雑
誌
調
に
路
線
変
更
。
タ
イ
ト
ル

の
下
に
は
、
掛
川
市
が
推
進
し
て
い

る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
将
来

展
望
と
広
報
紙
の
役
割
を
合
わ
せ
た

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
入
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
ま
ち
が
、
も
っ
と
好
き
に

な
る
」
。
み
な
さ
ん
と
思
い
を
共
有

で
き
る
よ
う
に
、
ど
ん
ど
ん
市
内
外

に
出
掛
け
、
市
内
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

（
湯
）

▲前年比約10%増のファンが入場し、開幕を祝った

岩
手
競
馬
の
2
0
1
7
年
シ
ー
ズ
ン
が
4
月
1

日
、
水
沢
競
馬
場
で
開
幕
し
ま
し
た
。
好
天
に
恵

ま
れ
た
こ
の
日
、
開
門
前
に
は
多
く
の
競
馬
フ
ァ

ン
が
今
や
遅
し
と
待
ち
構
え
、
入
場
口
で
は
管
理

者
の
達
増
拓
也
県
知
事
や
副
管
理
者
の
小
沢
昌
記

奥
州
市
長
、
若
手
騎
手
が
温
か
い
笑
顔
で
迎
え
ま

し
た
。

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
馬
と
人
が
創

る
　
黄
金
物
語
」
。
開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー
で
達
増
管

理
者
は
「
岩
手
競
馬
最
高
峰
の
レ
ー
ス
『
南
部
杯
』

が
30
回
目
と
な
る
今
シ
ー
ズ
ン
。
関
係
者
が
ひ
と

つ
と
な
っ
て
、
全
国
の
フ
ァ
ン
に
魅
力
あ
る
競
馬

を
届
け
た
い
」
と
開
幕
を
宣
言
。
県
調
騎
会
騎
手

部
会
長
の
村
上
忍
騎
手
は
「
馬
事
文
化
を
継
承
し
、

岩
手
競
馬
を
輝
か
し
い
も
の
に
す
る
た
め
、
全
力

で
走
り
続
け
る
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
広
報
紙
発
行

日
と
な
る
毎
月
1
日
に
当
月
号
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
画
面
右
側
に
「
広
報

か
け
が
わ
」
の
バ
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
広
報
か
け
が
わ
電
子
版
」
は
平
成
25

年
度
か
ら
、
「
広
報
か
け
が
わ
P
D
F
版
」

は
平
成
22
年
度
か
ら
の
広
報
紙
デ
ー
タ
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
過
去
の
出
来
事

な
ど
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
か
ら
は
民
間
会
社
が

運
営
す
る
電
子
広
報
紙
の
配
信
用
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
ア
プ
リ
）
「
マ
チ
イ
ロ

（
旧
ⅰ
広
報
紙
）
」
を
導
入
。
こ
の
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
簡
単

に
広
報
紙
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
無
料
、
通

信
費
は
利
用
者
負
担
）
。
市
勢
情
報
を
は

じ
め
、
乳
幼
児
の
健
診
日
、
医
療
機
関
の

連
絡
先
、
イ
ベ
ン
ト
日
程
な
ど
、
家
事
や

育
児
、
仕
事
の
合
間
に
探
し
出
せ
て
便
利

で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ン
の
声
援
受
け
全
力
疾
走

岩
手
競
馬
２
０
１
７
シ
ー
ズ
ン
開
幕

平成26年4月、人物を通じて掛川市を紹介する冊子「KAKEGAWA  WAY  2014」
を作成しました。広報かけがわでは、これに続く方 を々定期的に紹介していきます。 KAKEGAWA  WAY 検索

す

写真中央：農協理事長を4期務めた後、平
成27年4月27日、東山地区住民が出資する
株式会社「茶文字の里　東山」の代表取締役
に就任。約110戸の約85％以上の家が出資
した。粟ヶ岳にある地場産品販売所「東山
いっぷく処」や山頂の休憩所を運営。地域
や農協と協働する新たな形態は、世界農業
遺産とともに市内外から注目されている。
※写真：スタッフや会社役員と一緒に。

住
民
が
株
主
の
会
社
設
立
。

世
界
農
業
遺
産
の
付
加
価
値
を
高
め
、

伝
統
文
化
や
資
源
を
次
世
代
へ
継
承
。

田中鉄男さん（東山）

東
山
地
区
で
は
10
年
以
上
、
農
業
の
活
性
化
を
目

的
に
し
た
市
民
団
体
「
東
山
地
域
塾
」
を
中
心
に

「
東
山
い
っ
ぷ
く
処
」
を
運
営
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
地
域
お
こ
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
昔
か
ら
続
け
て
き
た
作
業
が
世
界
農
業
遺

産
「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」
に
認
定
さ
れ
、
こ
の
地

域
は
も
ち
ろ
ん
、
掛
川
の
お
茶
に
大
き
な
付
加
価
値

が
付
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
追
い
風
に
お
茶
の
知
名
度
ア
ッ
プ
や
差
別

化
を
進
め
ま
し
た
が
、
伝
統
農
法
や
地
域
資
源
の
継

承
、
お
茶
の
品
質
を
維
持
す
る
こ
と
へ
の
責
務
な
ど

を
考
え
た
と
き
、
任
意
組
織
で
の
事
業
継
続
よ
り
も

会
社
の
方
が
効
果
的
だ
と
考
え
ま
し
た
。
責
任
所
在

の
明
確
化
と
事
業
の
継
続
性
な
ら
N
P
O
法
人
や
農

業
法
人
で
も
良
い
の
で
す
が
、
会
社
な
ら
地
域
の
利

益
追
求
・
利
益
還
元
と
い
う
目
的
が
は
っ
き
り
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
あ
る
事
業
展
開
も
可
能
で
す
か
ら
。
み
な

さ
ん
に
は
「
形
が
変
わ
っ
て
も
応
援
す
る
よ
」
と

言
っ
て
も
ら
い
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

運
営
は
こ
れ
ま
で
の
事
業
継
承
が
中
心
で
す
。
2

年
が
経
過
す
る
今
も
手
探
り
状
態
で
す
が
、
農
協
や

地
域
塾
、
地
区
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
専

門
性
を
生
か
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
東
山
の
茶

業
と
地
域
の
振
興
。
目
的
は
み
ん
な
一
緒
で
す
か
ら

ね
。
最
近
で
は
、
行
政
視
察
や
観
光
客
が
年
間
4
万

2
千
人
を
超
え
、
売
り
上
げ
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い

ま
す
。
今
は
国
の
補
助
を
活
用
し
な
が
ら
細
々
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
た
ち
の
売
り
上
げ
や
活
動

で
資
金
を
ま
か
な
え
る
よ
う
、
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
す
な
ど
、
商
品
開
発
に

も
力
を
入
れ
て
い
か
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
会
社
が
前
面
に
立
ち
や
る
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
地
域
へ
の
貢
献
が
私
た

ち
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
っ
そ

（お詫びと訂正）
●広報かけがわ5月号、23ページ「家康が築いた中村砦  地域住民と保全管理で覚書」で団体名に誤りがありました。
　正しくは、「中村砦城山保存会」です。訂正してお詫びします。

とりで

ios

android

ダウンロードは
こちらから。

手
軽
に
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、

必
要
な
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

探
し
出
せ
ま
す
。

広報かけがわネットで活用
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月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 6/10（土）・25（日）、7/8（土）・23（日）
 9：00～11：30
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■市の人口（5月1日現在）
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Oshu

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　6/27（火）、7/25（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　6/20（火）、7/18（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

今
回
の
表
紙
、
タ
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ル
が
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っ

た
こ
と
に
気
付
い
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い
た
だ
け
ま
し

た
か
?
こ
れ
ま
で
の
や
さ
し
い
雰
囲

気
か
ら
、
ロ
ー
マ
字
を
メ
イ
ン
に
し

た
雑
誌
調
に
路
線
変
更
。
タ
イ
ト
ル

の
下
に
は
、
掛
川
市
が
推
進
し
て
い

る
シ
テ
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シ
ョ
ン
の
将
来

展
望
と
広
報
紙
の
役
割
を
合
わ
せ
た

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
入
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
ま
ち
が
、
も
っ
と
好
き
に

な
る
」
。
み
な
さ
ん
と
思
い
を
共
有

で
き
る
よ
う
に
、
ど
ん
ど
ん
市
内
外

に
出
掛
け
、
市
内
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

（
湯
）

▲前年比約10%増のファンが入場し、開幕を祝った

岩
手
競
馬
の
2
0
1
7
年
シ
ー
ズ
ン
が
4
月
1

日
、
水
沢
競
馬
場
で
開
幕
し
ま
し
た
。
好
天
に
恵

ま
れ
た
こ
の
日
、
開
門
前
に
は
多
く
の
競
馬
フ
ァ

ン
が
今
や
遅
し
と
待
ち
構
え
、
入
場
口
で
は
管
理

者
の
達
増
拓
也
県
知
事
や
副
管
理
者
の
小
沢
昌
記

奥
州
市
長
、
若
手
騎
手
が
温
か
い
笑
顔
で
迎
え
ま

し
た
。

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
馬
と
人
が
創

る
　
黄
金
物
語
」
。
開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー
で
達
増
管

理
者
は
「
岩
手
競
馬
最
高
峰
の
レ
ー
ス
『
南
部
杯
』

が
30
回
目
と
な
る
今
シ
ー
ズ
ン
。
関
係
者
が
ひ
と

つ
と
な
っ
て
、
全
国
の
フ
ァ
ン
に
魅
力
あ
る
競
馬

を
届
け
た
い
」
と
開
幕
を
宣
言
。
県
調
騎
会
騎
手

部
会
長
の
村
上
忍
騎
手
は
「
馬
事
文
化
を
継
承
し
、

岩
手
競
馬
を
輝
か
し
い
も
の
に
す
る
た
め
、
全
力

で
走
り
続
け
る
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
広
報
紙
発
行

日
と
な
る
毎
月
1
日
に
当
月
号
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
画
面
右
側
に
「
広
報

か
け
が
わ
」
の
バ
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
広
報
か
け
が
わ
電
子
版
」
は
平
成
25

年
度
か
ら
、
「
広
報
か
け
が
わ
P
D
F
版
」

は
平
成
22
年
度
か
ら
の
広
報
紙
デ
ー
タ
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
過
去
の
出
来
事

な
ど
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
か
ら
は
民
間
会
社
が

運
営
す
る
電
子
広
報
紙
の
配
信
用
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
ア
プ
リ
）
「
マ
チ
イ
ロ

（
旧
ⅰ
広
報
紙
）
」
を
導
入
。
こ
の
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
簡
単

に
広
報
紙
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
無
料
、
通

信
費
は
利
用
者
負
担
）
。
市
勢
情
報
を
は

じ
め
、
乳
幼
児
の
健
診
日
、
医
療
機
関
の

連
絡
先
、
イ
ベ
ン
ト
日
程
な
ど
、
家
事
や

育
児
、
仕
事
の
合
間
に
探
し
出
せ
て
便
利

で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ン
の
声
援
受
け
全
力
疾
走

岩
手
競
馬
２
０
１
７
シ
ー
ズ
ン
開
幕

平成26年4月、人物を通じて掛川市を紹介する冊子「KAKEGAWA  WAY  2014」
を作成しました。広報かけがわでは、これに続く方 を々定期的に紹介していきます。 KAKEGAWA  WAY 検索

す

写真中央：農協理事長を4期務めた後、平
成27年4月27日、東山地区住民が出資する
株式会社「茶文字の里　東山」の代表取締役
に就任。約110戸の約85％以上の家が出資
した。粟ヶ岳にある地場産品販売所「東山
いっぷく処」や山頂の休憩所を運営。地域
や農協と協働する新たな形態は、世界農業
遺産とともに市内外から注目されている。
※写真：スタッフや会社役員と一緒に。

住
民
が
株
主
の
会
社
設
立
。

世
界
農
業
遺
産
の
付
加
価
値
を
高
め
、

伝
統
文
化
や
資
源
を
次
世
代
へ
継
承
。

田中鉄男さん（東山）

東
山
地
区
で
は
10
年
以
上
、
農
業
の
活
性
化
を
目

的
に
し
た
市
民
団
体
「
東
山
地
域
塾
」
を
中
心
に

「
東
山
い
っ
ぷ
く
処
」
を
運
営
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
地
域
お
こ
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
昔
か
ら
続
け
て
き
た
作
業
が
世
界
農
業
遺

産
「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」
に
認
定
さ
れ
、
こ
の
地

域
は
も
ち
ろ
ん
、
掛
川
の
お
茶
に
大
き
な
付
加
価
値

が
付
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
追
い
風
に
お
茶
の
知
名
度
ア
ッ
プ
や
差
別

化
を
進
め
ま
し
た
が
、
伝
統
農
法
や
地
域
資
源
の
継

承
、
お
茶
の
品
質
を
維
持
す
る
こ
と
へ
の
責
務
な
ど

を
考
え
た
と
き
、
任
意
組
織
で
の
事
業
継
続
よ
り
も

会
社
の
方
が
効
果
的
だ
と
考
え
ま
し
た
。
責
任
所
在

の
明
確
化
と
事
業
の
継
続
性
な
ら
N
P
O
法
人
や
農

業
法
人
で
も
良
い
の
で
す
が
、
会
社
な
ら
地
域
の
利

益
追
求
・
利
益
還
元
と
い
う
目
的
が
は
っ
き
り
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
あ
る
事
業
展
開
も
可
能
で
す
か
ら
。
み
な

さ
ん
に
は
「
形
が
変
わ
っ
て
も
応
援
す
る
よ
」
と

言
っ
て
も
ら
い
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

運
営
は
こ
れ
ま
で
の
事
業
継
承
が
中
心
で
す
。
2

年
が
経
過
す
る
今
も
手
探
り
状
態
で
す
が
、
農
協
や

地
域
塾
、
地
区
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
専

門
性
を
生
か
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
東
山
の
茶

業
と
地
域
の
振
興
。
目
的
は
み
ん
な
一
緒
で
す
か
ら

ね
。
最
近
で
は
、
行
政
視
察
や
観
光
客
が
年
間
4
万

2
千
人
を
超
え
、
売
り
上
げ
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い

ま
す
。
今
は
国
の
補
助
を
活
用
し
な
が
ら
細
々
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
た
ち
の
売
り
上
げ
や
活
動

で
資
金
を
ま
か
な
え
る
よ
う
、
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
す
な
ど
、
商
品
開
発
に

も
力
を
入
れ
て
い
か
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
会
社
が
前
面
に
立
ち
や
る
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
地
域
へ
の
貢
献
が
私
た

ち
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
っ
そ

（お詫びと訂正）
●広報かけがわ5月号、23ページ「家康が築いた中村砦  地域住民と保全管理で覚書」で団体名に誤りがありました。
　正しくは、「中村砦城山保存会」です。訂正してお詫びします。

とりで

ios

android

ダウンロードは
こちらから。

手
軽
に
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、

必
要
な
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

探
し
出
せ
ま
す
。

広報かけがわネットで活用
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